
資
　
　
　
料宇

田
川
文
海
伝
の
筋
書

弘
化
五
年
Ｈ
嘉
永
一
年
（
一
八
四
八
）
　
　
　
　
　
　
　
　
一
歳

　
二
月
四
日
（
除
籍
騰
本
）
、
江
戸
の
本
郷
新
町
屋
に
生
ま
れ
た
。
父
の
伊
勢
屋

市
兵
衛
は
、
道
具
屋
を
営
ん
で
い
た
。
母
は
鳥
山
氏
　
（
「
新
聞
記
者
に
成
る
ま

で
」
）
。

　
遺
族
の
話
（
昭
四
三
年
三
月
刊
「
朝
日
旧
友
会
報
」
・
清
水
三
郎
氏
「
朝
日

新
聞
外
史
６
４
」
に
よ
る
）
に
よ
れ
ば
、
伊
勢
屋
市
兵
衛
に
は
四
男
二
女
が
あ
っ

た
。
文
海
は
そ
の
四
番
目
で
三
男
で
あ
る
。
一
番
上
は
吉
太
郎
と
い
う
兄
、
二

番
目
は
次
男
の
真
平
（
天
保
一
一
年
生
ま
れ
・
の
ち
の
茂
中
貞
次
）
、
三
番
目

は
長
女
の
お
く
に
で
あ
る
。
弟
は
市
松
、
妹
は
愛
子
と
い
っ
た
。

文
海
の
初
名
は
棄
三
。

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
歳

　
「
私
は
六
つ
七
つ
の
時
か
ら
、
父
と
祖
父
と
の
遺
伝
の
故
か
、
草
双
紙
を
読

　
　
　
宇
田
川
文
海
伝
の
筋
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
　
　
部
　
　
功
　
　
夫

む
の
が
大
好
き
で
」
（
「
新
聞
記
者
に
成
る
ま
で
」
）
、
演
劇
・
浄
瑠
璃
に
も
目
が

無
か
っ
た
。
（
「
朝
日
新
聞
創
刊
以
前
の
犬
阪
の
新
聞
」
）
。

嘉
永
七
年
Ｈ
安
政
一
年
（
一
八
五
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
歳

　
こ
の
年
よ
り
足
か
け
三
年
、
寺
小
屋
の
教
育
を
受
け
た
（
「
新
聞
記
者
に
成

る
ま
で
」
）
。

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
歳

　
二
亘
、
幕
府
の
伝
馬
御
用
と
名
主
を
兼
ね
て
い
た
、
大
伝
馬
町
の
馬
寵
勘

解
由
方
へ
、
丁
稚
初
奉
公
に
行
く
（
同
）
。

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
歳

　
尾
州
家
の
用
達
、
市
ケ
谷
本
村
町
の
小
菅
庄
次
郎
方
へ
奉
公
に
行
っ
た
。
こ

の
年
、
母
を
失
う
（
同
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五



　
　
　
宇
田
川
文
海
伝
の
筋
書

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

　
こ
の
年
、
父
を
喪
う
（
同
）
。

一
歳

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
歳

　
四
月
八
日
、
出
家
得
度
す
る
。
主
人
の
小
菅
か
ら
お
前
は
書
物
ば
か
り
好
ん

で
い
て
高
人
に
は
不
向
ゆ
え
僧
侶
な
ど
に
な
る
の
が
よ
か
ろ
う
と
功
言
さ
れ
、

同
人
の
周
旋
で
駒
込
養
源
寺
の
住
持
南
明
和
尚
の
弟
子
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

法
名
を
恵
海
と
名
乗
る
（
同
）
。

万
延
二
年
Ｈ
文
久
一
年
（
一
八
六
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
歳

　
七
月
下
旬
、
南
明
和
尚
が
恵
海
を
供
に
湯
島
麟
祥
院
よ
り
帰
途
の
暗
闇
で
、

浪
士
に
斬
り
つ
け
ら
れ
た
。
「
や
が
て
蓮
光
寺
と
い
ふ
寺
の
、
門
前
近
い
所
ま

で
来
か
二
る
と
、
後
か
ら
来
た
師
匠
は
、
ア
ッ
と
い
ふ
一
声
を
叫
ぷ
と
共
に
、

ド
ー
と
ば
か
り
に
倒
れ
た
。
私
は
此
時
何
の
気
も
な
く
…
…
師
匠
は
酒
を
過
し

て
ゐ
る
故
、
一
石
に
蹟
い
て
転
ん
だ
の
だ
ら
う
…
…
と
考
へ
、
早
く
扶
け
起
し
て

進
ぜ
や
う
と
思
っ
て
、
急
に
振
返
り
さ
ま
、
手
に
提
げ
て
ゐ
た
提
燈
を
、
首
よ

り
高
く
振
上
げ
た
が
、
そ
の
ト
タ
ン
に
提
燈
と
共
に
、
右
の
頼
か
ら
胸
へ
か

け
て
、
ハ
ス
に
一
太
刀
斬
り
っ
け
ら
れ
、
ハ
ッ
と
驚
い
て
、
一
ト
足
後
へ
飛
退

る
問
も
な
く
、
二
度
目
の
太
刀
は
左
の
願
に
斬
り
つ
け
ら
れ
た
。
」

　
一
〇
月
上
旬
、
南
明
和
尚
は
こ
の
疵
が
基
と
な
っ
て
死
亡
し
た
。
文
海
は
外

科
手
術
を
受
け
て
一
命
は
取
止
め
た
が
、

　
　
　
　
七
六

醜
い
傷
あ
と
が
残
っ
た

（
同
）
。

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
歳

　
秋
、
養
源
寺
の
末
寺
の
、
下
総
結
城
の
華
蔵
寺
へ
住
職
見
習
と
し
て
転
住
し

た
（
同
）
。

明
治
初
年

　
排
仏
段
釈
運
動
が
伝
わ
り
、
衆
生
済
度
の
仕
事
が
行
詰
ま
っ
た
。
そ
の
う
ち

生
活
も
逼
追
し
て
く
る
と
、
文
海
は
華
蔵
寺
を
兄
弟
子
に
譲
り
、
還
俗
す
る
こ

と
二
な
る
（
同
）
。

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
二
歳

　
二
一
月
、
単
身
上
京
し
て
谷
中
南
泉
寺
門
前
に
身
を
寄
せ
写
字
な
ど
で
生
計

を
立
て
は
じ
め
る
（
同
）
。

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
歳

　
上
京
し
て
来
た
次
兄
茂
中
貞
次
と
久
し
ぷ
り
に
対
面
し
た
。
茂
中
は
そ
れ
ま

で
に
本
木
昌
造
に
っ
い
て
活
版
印
刷
を
マ
ス
タ
ｉ
し
て
い
た
。
や
が
て
茂
中
は

大
学
東
校
構
内
に
文
部
省
御
用
活
版
所
を
開
い
た
の
で
、
文
海
も
同
所
の
見
習

生
と
な
っ
て
印
刷
術
を
学
ぷ
よ
う
に
な
っ
た
（
同
）
。



呪
仏
旧
六
年
以
後
新
暦
（
一
八
七
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
歳

　
二
月
来
、
「
ま
い
に
ち
ひ
ら
が
な
し
ん
ぷ
ん
」
杜
に
組
方
と
し
て
雇
わ
れ
て

い
た
（
「
朝
日
新
聞
創
刊
以
前
の
大
阪
の
新
聞
」
）
。

　
八
月
四
日
、
「
秋
田
県
へ
新
聞
局
ヲ
開
キ
活
字
版
ヲ
広
メ
ン
事
ヲ
依
頼
サ
レ
」

（
「
秋
田
日
記
」
－
昭
五
年
一
一
月
五
日
刊
「
公
私
月
報
」
記
事
に
よ
る
）
干
住
駅

を
立
っ
た
。
「
秋
田
目
記
」
と
い
う
の
は
、
そ
の
時
の
赴
仕
記
録
で
あ
る
。
草
軽

脚
半
で
の
山
河
政
渉
、
宿
場
々
々
に
お
け
る
女
郎
買
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

に
関
徳
・
赤
荻
又
平
・
浮
川
福
平
が
い
た
。

　
神
戸
へ
来
て
問
も
無
く
大
阪
を
初
見
物
し
た
。
当
時
大
阪
に
は
ま
だ
日
刊
新

聞
が
無
か
っ
た
の
を
不
足
に
思
っ
た
又
海
は
、
同
地
で
の
新
聞
発
行
を
思
い
立

っ
た
。

　
二
一
月
一
〇
日
、
「
浪
花
新
聞
」
第
一
号
創
刊
。
大
阪
に
お
け
る
最
初
の
日
刊

小
新
聞
で
あ
る
。
編
集
は
文
海
と
赤
荻
文
平
（
後
に
伊
藤
一
英
が
加
わ
る
）
と

で
あ
っ
た
。
探
訪
者
に
佐
伯
久
作
ら
、
投
書
家
に
山
本
与
功
ら
が
い
た
。

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
歳

　
二
月
二
目
、
「
遇
適
新
聞
」
第
一
号
創
刊
。
文
海
の
鳥
山
棄
三
は
編
輯
人
。

文
海
は
こ
二
で
「
物
を
書
く
事
を
習
っ
た
、
新
聞
記
者
の
修
行
を
し
た
。
」
そ

し
て
ゆ
く
く
は
「
筆
を
も
っ
て
立
っ
事
に
し
や
う
一
と
心
に
決
め
た
一
「
朝

日
新
聞
創
刊
以
前
の
大
阪
の
新
聞
」
）
。

　
〔
一
〇
月
、
茂
中
は
神
戸
に
出
、
活
版
所
を
開
き
、
県
庁
等
の
印
刷
の
注
文

に
応
じ
、
傍
ら
「
神
戸
港
新
聞
」
を
発
行
し
た
。
〕

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
歳

　
八
月
、
文
海
は
約
束
の
二
年
問
を
首
尾
好
く
勤
め
「
遷
遜
新
聞
」
を
辞
し
て

帰
郷
し
た
。

　
一
〇
月
、
茂
中
の
招
請
で
神
戸
に
赴
き
、
「
神
戸
港
新
聞
」
に
入
社
。
同
僚

　
　
　
宇
田
川
文
海
伝
の
筋
書

明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
歳

　
こ
の
項
か
ら
、
山
本
与
助
ら
の
新
聞
広
演
会
に
出
席
。
同
会
は
投
書
家
の
定

期
的
演
説
会
で
、
文
海
も
演
説
を
勧
め
ら
れ
た
が
、
座
談
は
人
か
ら
上
手
と
言

わ
れ
る
程
よ
く
し
て
も
、
演
壇
に
上
る
こ
と
は
ど
う
し
て
も
～
来
ず
一
度
も
や

ら
な
か
っ
た
（
同
）
。

　
夏
、
「
浪
花
新
聞
」
杜
長
黒
川
正
治
と
意
見
の
秤
格
を
来
し
た
の
で
、
涙
を

呑
ん
で
同
杜
を
去
る
。

　
こ
の
後
、
茂
中
の
勧
め
に
従
い
、
「
大
阪
新
聞
」
に
入
社
。
雑
報
の
主
任
に

当
た
っ
た
。

　
八
月
一
八
日
か
ら
、
「
実
生
新
聞
」
に
も
筆
を
と
っ
た
。
　
し
か
し
こ
の
「
実

生
新
聞
」
は
一
一
月
に
六
一
号
を
以
て
終
刊
し
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
の
後
、
山
脇
麹
の
誘
導
で
「
大
坂
日
報
」
に
転
じ
た
（
同
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七



　
　
　
宇
田
川
文
海
伝
の
筋
書

明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）

　
こ
の
年
、
石
町
三
橋
楼
に
お
け
る
新
聞
記
者
懇
親
会
に
出
席
、

は
じ
め
て
知
っ
た
（
「
岡
野
半
牧
を
悼
む
」
）
。

三
一
歳

岡
野
半
牧
と

明
治
＝
一
年
（
一
八
七
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
歳

　
一
月
、
「
俳
優
評
判
記
」
を
金
蘭
社
か
ら
勝
諺
蔵
と
共
著
刊
（
「
勝
諺
蔵
と
勝

能
進
」
）
。

　
三
月
二
九
日
、
小
室
信
介
と
交
友
を
持
ち
、
二
人
が
主
と
な
っ
て
「
此
花
新

誌
」
第
一
号
創
刊
。
「
団
々
珍
聞
」
を
模
し
た
と
も
見
る
べ
き
諏
刺
戯
文
雑
誌
。

六
月
二
百
、
第
八
号
で
廃
刊
か
。

　
五
月
一
九
日
、
播
半
亭
に
お
け
る
篠
田
仙
果
（
「
月
と
ス
ッ
ポ
ン
チ
」
杜
長
）

・
栗
田
松
三
郎
（
「
芳
課
雑
誌
」
主
幹
）
の
宴
会
に
「
大
坂
日
報
」
代
表
の
一

人
と
し
て
出
席
（
五
月
二
一
日
付
「
朝
日
」
記
事
）
。

　
七
月
二
〇
日
か
ら
、
「
西
南
拾
遺
」
（
四
冊
）
編
輯
刊
（
七
月
二
三
日
付
「
朝

日
」
記
事
）
。

　
八
月
二
五
日
、
三
橋
楼
に
お
け
る
神
戸
広
園
杜
開
業
式
に
金
蘭
杜
を
代
表
し

て
出
席
（
八
月
二
七
日
付
「
朝
日
」
記
事
）
。

明
治
＝
二
年
（
一
八
八
○
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
歳

　
四
月
一
七
目
、
京
都
円
山
端
の
寮
に
お
け
る
「
常
盤
新
聞
」
開
業
式
に
「
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

坂
日
報
」
代
表
の
一
人
と
し
て
出
席
（
四
月
二
〇
日
付
「
朝
日
」
記
事
）
。

　
〔
五
月
三
一
日
、
朝
日
新
聞
杜
主
幹
津
田
貞
、
同
杜
主
木
村
騰
．
平
八
と
対

立
し
、
退
杜
。
〕

　
七
月
一
五
日
、
「
大
坂
日
報
」
退
杜
（
七
月
一
七
日
付
「
朝
日
」
記
事
）
。
津

田
貞
に
引
抜
か
れ
た
た
め
で
あ
る
。
文
海
は
画
家
山
崎
年
信
・
探
訪
者
佐
伯
久

作
を
伴
れ
て
、
津
田
の
「
魁
新
聞
」
へ
入
杜
し
た
（
「
朝
日
新
聞
創
刊
以
前
の

犬
阪
の
新
聞
」
）
。

　
八
月
二
〇
日
、
「
魁
新
聞
」
第
一
号
創
刊
。
文
海
は
印
刷
長
。
同
僚
に
若
菜

貞
二
・
半
井
桃
水
・
小
宮
山
天
香
が
い
て
親
交
を
結
ぷ
。

　
二
月
二
六
日
、
新
町
橋
西
詰
新
宇
楼
に
お
け
る
栗
田
松
三
郎
の
宴
会
に

「
魁
新
聞
」
代
表
の
一
人
と
し
て
出
席
（
一
一
月
二
八
目
付
「
魁
新
聞
」
記
事
）
。

明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
歳

　
一
月
二
日
刊
、
隅
田
了
古
「
新
聞
記
者
奇
行
伝
」
初
篇
に
評
が
あ
る
。
「
坂

地
ハ
操
剛
者
に
乏
し
き
が
故
に
野
史
雑
誌
戯
場
評
判
記
に
至
る
ま
で
皆
君
が
手

に
成
ざ
る
も
の
稀
な
り
実
に
明
治
の
西
鶴
自
笑
と
称
す
も
謬
言
な
ら
ず
」
。
文

海
の
名
声
は
既
に
認
め
ら
れ
隠
然
た
る
勢
力
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
三
月
；
百
、
中
の
島
自
由
亭
に
お
け
る
大
阪
府
下
新
聞
業
懇
親
会
に
「
魁

新
聞
」
代
表
の
一
人
と
し
て
出
席
（
三
月
一
五
日
付
「
朝
日
」
記
事
）
。

　
八
月
二
一
日
、
「
魁
新
聞
」
、
経
営
不
如
意
か
ら
休
刊
。
杜
員
解
散
。



　
九
月
七
日
、
「
朝
日
新
聞
」
入
杜
（
九
月
七
日
付
「
朝
日
」
杜
告
）
。
杜
主
村

山
竜
平
ら
の
斡
旋
で
あ
っ
た
（
「
〔
入
社
の
辞
〕
」
）
。
月
給
五
〇
円
（
一
説
四
〇

円
）
は
世
の
羨
望
を
買
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
文
海
は
冊
野
半
牧

と
共
に
雑
報
通
信
等
を
担
当
し
、
主
に
続
き
物
嫡
欄
躰
説
に
筆
を
執
る
こ
と
二
な

る
。
一
〇
月
二
日
か
ら
、
岡
野
と
共
に
「
朝
日
新
聞
」
を
校
閲
（
一
六
年
五
月

一
七
日
ま
で
）
。

　
二
亘
三
日
か
ら
、
無
署
名
で
「
色
競
べ
松
と
紅
葉
」
を
「
朝
日
新
聞
」
に

連
載
（
一
五
年
二
月
二
二
日
、
犬
尾
）
。

　
　
　
一
五
年
二
月
八
日
か
ら
、
神
田
伯
州
が
松
島
花
園
橋
の
新
席
に
お
い
て

　
　
「
色
競
べ
松
と
紅
葉
」
を
読
む
（
一
五
年
二
見
九
日
付
「
朝
日
」
記
事
）
。

　
二
百
か
ら
、
「
春
霞
筑
波
曙
」
（
四
冊
）
を
和
田
豊
秋
堂
か
ら
校
閲
刊
（
一

五
年
六
月
完
緒
）
。

　
　
　
一
五
年
一
月
、
神
田
伯
山
が
御
霊
裏
講
談
場
に
お
い
て
「
春
霞
筑
波

　
　
曙
」
を
読
む
（
一
二
月
二
六
日
付
「
朝
日
」
記
事
）
。

明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
歳

　
三
月
四
日
、
東
区
備
後
町
備
二
苧
に
お
け
る
仮
名
垣
魯
文
饗
宴
を
、
若
菜
皿

二
と
共
催
（
三
月
三
日
付
「
朝
日
」
広
告
）
。

　
三
月
五
日
、
北
地
汁
観
楼
に
お
け
る
浪
花
麦
酒
発
売
式
に
山
席
（
三
月
七
円

付
「
朝
目
」
記
事
）
。
八
日
、
中
村
時
蔵
が
会
主
の
道
頓
堀
東
見
山
楼
に
お
け

　
　
　
字
田
川
文
海
伝
の
筋
書

る
新
聞
記
者
宴
会
に
「
朝
日
新
聞
」
代
表
の
一
人
と
し
て
出
席
（
三
月
一
〇
日

け
「
朝
日
」
記
事
）
。
　
一
七
日
、
堀
江
市
の
側
前
田
喜
次
郎
新
宅
開
き
の
宴
会

に
出
席
（
三
月
一
九
日
付
「
朝
日
」
記
事
）
。
一
九
日
、
静
観
楼
に
お
け
る
姫
島

竹
外
留
別
書
画
会
を
補
助
（
三
月
一
四
日
付
「
此
花
新
聞
」
広
告
）
。

　
四
月
七
日
か
ら
、
無
署
名
で
「
橋
岡
甚
三
郎
の
履
歴
」
を
「
熾
鰍
美
也
十
新

誌
」
に
発
表
。

　
　
　
一
六
年
一
〇
月
三
一
日
、
「
鮪
井
山
の
下
帯
」
と
改
題
、
騒
々
堂
本
店
よ

　
　
り
校
刊
。

　
四
月
二
百
、
北
新
地
裏
鶴
村
楼
に
お
け
る
田
口
六
石
の
地
歌
を
聞
く
集
い

に
出
脂
（
四
月
一
四
日
付
「
朝
日
」
記
事
）
。

　
五
月
七
日
か
ら
、
無
署
名
で
「
軌
瀬
繕
の
橘
」
を
「
朝
日
新
聞
」
に
連
載
（
七

月
一
五
日
、
大
団
円
）
。
文
名
が
大
い
に
上
が
っ
た
。

　
　
　
七
月
か
ら
、
「
北
国
奇
談
櫓
の
橘
」
（
三
冊
）
を
駿
々
堂
本
店
よ
り
校
閲

　
　
刊
（
九
月
ま
で
）
。
　
「
意
外
に
評
判
好
く
初
刊
の
数
千
部
を
既
に
売
尽
し
今

　
　
度
又
千
余
部
を
再
刊
せ
り
」
（
一
一
月
九
日
付
「
朝
日
」
記
事
）
、
　
「
更
に

二
千
部
再
版
」
（
ニ
ハ
年
八
月
四
日
付
「
朝
日
」
広
告
）
、
「
第
五
板
」
（
一

六
年
一
〇
月
一
九
日
付
「
朝
日
」
記
事
）
と
い
う
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ

た
。　

五
月
、
石
川
一
口
が
灘
御
影
村
に
お
い
て
「
櫓
の
橘
」
を
読
み
「
非
常

の
人
気
」
（
五
月
三
一
日
付
「
朝
日
」
記
事
）
、
一
六
年
五
月
九
日
か
ら
、
燕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九



　
　
　
宇
田
川
文
海
伝
の
筋
書

　
林
が
賑
江
亭
に
お
い
て
「
櫨
の
橘
」
に
遺
聞
を
加
え
て
読
む
（
ニ
ハ
年
五

　
月
九
日
付
「
朝
日
」
記
事
）
。

　
　
九
月
か
ら
、
勝
能
進
・
勝
諺
蔵
脚
色
、
寿
三
郎
・
市
十
郎
・
太
三
郎
・

　
璃
笑
・
紫
琴
の
一
座
が
中
座
に
お
い
て
「
盛
名
橘
北
国
奇
談
」
と
題
し
て

　
初
演
（
番
付
）
。
大
入
り
。

　
　
　
こ
の
年
、
京
都
西
陣
で
は
、
「
櫓
の
橘
」
の
主
人
公
に
因
ん
だ
忠
之
進

　
　
織
を
織
立
、
た
ば
こ
入
に
仕
立
て
売
出
し
た
（
二
一
月
二
八
日
付
「
朝
日
」

　
　
記
事
）
。

　
八
月
、
来
阪
の
柳
亭
種
彦
（
高
畠
藍
泉
）
と
旧
交
を
温
め
る
。
又
海
は
、
こ

の
時
藍
泉
に
よ
っ
て
初
代
種
彦
へ
の
眼
を
開
か
れ
た
ら
し
い
。

　
八
月
三
一
日
か
ら
、
無
署
名
で
「
雁
信
壷
の
碑
」
を
「
朝
日
新
聞
」
に
連
載

（
一
〇
月
三
一
日
、
終
）
。

　
　
　
九
月
二
七
日
か
ら
、
「
雁
信
壷
の
碑
」
（
四
冊
）
を
太
田
権
七
方
よ
り
出

　
　
版
（
一
一
月
ま
で
）
。
二
八
日
か
ら
、
「
雁
信
壷
の
碑
」
（
三
冊
）
を
駿
友
堂

　
　
本
店
よ
り
出
版
（
一
一
月
ま
で
）
。

　
　
　
一
七
年
五
月
一
四
日
、
大
阪
軽
罪
裁
判
所
は
「
雁
信
壷
の
碑
」
が
「
松

　
　
前
徳
広
ヲ
誹
段
シ
タ
リ
ト
認
定
」
し
「
朝
日
新
聞
」
仮
編
集
人
陶
良
平
に

　
　
有
罪
宣
告
（
一
七
年
五
月
一
四
日
付
「
朝
日
」
記
事
）
。

　
　
　
一
七
年
八
月
二
二
日
か
ら
、
竹
柴
諺
蔵
脚
色
、
滝
十
郎
・
猿
之
助
・
雁

　
　
次
郎
・
璃
笑
・
珊
瑚
郎
の
一
座
が
中
座
に
お
い
て
「
雪
中
松
貞
忠
美
談
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
Ｏ

　
　
と
題
し
て
初
演
（
番
付
）
。

　
二
月
一
日
か
ら
、
無
署
名
で
「
駄
嫡
三
津
廼
白
波
」
を
「
朝
日
新
聞
」
に

連
載
（
ニ
ハ
年
四
月
五
日
、
大
団
円
）
。

　
　
　
二
一
月
一
五
日
か
ら
、
「
駄
舳
三
津
廼
白
波
」
（
三
冊
）
を
校
刊
　
（
二
一

　
　
月
二
四
日
付
「
朝
日
」
広
告
）
。
ニ
ハ
年
五
月
一
四
日
御
届
、
「
大
潮
余
聞

　
　
三
津
廼
白
浪
」
（
二
冊
）
を
春
陽
堂
よ
り
出
版
。

　
　
　
ニ
ハ
年
一
月
一
日
か
ら
、
岩
崎
花
柳
が
北
区
桜
橋
の
席
に
お
い
て
「
三

　
　
津
廼
白
浪
」
を
読
む
予
定
（
二
一
月
二
八
日
付
「
朝
日
」
記
事
）
。

　
こ
の
年
頃
、
城
山
静
一
に
つ
い
て
演
説
法
を
学
ぷ
　
（
「
朝
日
新
聞
創
刊
以
前

の
大
阪
の
新
聞
」
）
。

明
治
＝
ハ
年
（
一
八
八
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
歳

　
二
月
二
七
日
か
ら
、
無
署
名
で
「
椿
説
打
岸
浪
」
を
「
刺
日
新
聞
」
に
連
載

（
三
月
一
五
日
、
中
絶
）
。

　
　
　
三
月
、
　
「
椿
説
打
岸
浪
」
初
編
を
駿
々
堂
本
店
よ
り
校
正
刊
（
三
月
一

　
　
三
日
付
「
朝
日
」
広
告
）
。

　
　
　
三
月
三
一
日
、
大
阪
軽
罪
裁
判
所
は
「
椿
説
打
岸
浪
」
が
岡
部
長
寛
を

　
　
誹
毅
し
た
と
認
定
し
「
朝
日
新
聞
」
仮
編
集
長
陶
良
平
に
有
罪
宣
告
（
四

　
　
月
一
日
付
「
朝
日
」
記
事
）
。

　
四
月
六
目
か
ら
、
無
署
名
で
「
辮
鱗
夢
の
手
枕
」
を
「
朝
目
新
聞
」
に
連
載



（
六
月
三
日
、
大
団
円
）
◎

　
　
　
五
月
か
ら
、
「
辮
鱗
夢
の
手
枕
」
を
騒
々
堂
本
店
よ
り
校
刊
（
五
月
三
〇

　
　
日
付
「
朝
日
」
広
告
）
。
　
「
三
千
余
部
を
売
出
し
」
（
一
〇
月
一
九
日
付

　
　
「
朝
日
」
記
事
）
、
　
「
第
三
版
」
（
一
八
年
四
月
三
日
付
「
朝
日
」
記
事
）
。

　
　
　
四
月
、
一
山
が
堀
江
市
の
側
一
山
の
講
談
席
に
お
い
て
「
夢
の
手
枕
」

　
　
を
読
み
「
非
常
の
大
八
」
（
四
月
二
二
日
付
「
朝
日
」
記
事
）
。
一
一
月
一

　
　
日
か
ら
、
円
好
が
両
替
町
と
堀
江
賑
江
亭
と
に
お
い
て
「
夢
の
手
枕
」
を

　
　
読
む
（
一
一
月
二
日
付
「
朝
日
」
記
事
）
。

　
　
　
九
月
、
勝
諺
蔵
脚
色
、
福
助
・
寿
三
郎
の
一
座
が
中
座
に
お
い
て
「
短

　
　
夜
夢
朝
日
手
枕
」
と
題
し
て
初
演
（
番
付
）
。

　
　
　
二
一
月
、
菊
池
三
渓
が
「
一
刻
千
金
春
宵
奇
談
」
と
趣
し
て
漢
訳
（
一

　
　
二
月
一
八
日
付
「
朝
日
」
記
事
）
。

　
六
月
、
柳
亭
種
彦
帰
京
の
後
を
追
う
よ
う
に
東
上
、
種
彦
と
共
に
野
州
日
光

に
遊
ぷ
。
八
月
、
新
橋
亭
車
場
で
種
彦
に
見
送
ら
れ
て
帰
阪
（
八
月
一
八
日
付

「
東
京
絵
入
新
聞
」
投
圭
目
）
。

　
七
月
＝
二
日
か
ら
、
無
署
名
で
「
鰍
謝
花
月
縁
」
を
「
棚
日
新
聞
」
に
連
載

（
八
月
五
日
、
中
絶
）
。

　
　
　
二
〇
年
八
月
、
「
鰍
酬
断
腸
花
」
と
改
題
増
補
し
て
、
岡
島
宝
文
館
よ
り

　
　
訳
述
刊
か
。

　
一
〇
月
一
六
日
か
ら
、
無
署
名
で
「
麟
紐
巷
説
二
葉
松
」
を
「
朝
日
新
聞
」

　
　
　
字
田
川
文
海
伝
の
筋
書

に
連
載
（
一
七
年
一
月
二
五
日
、
大
団
円
）
。
大
成
功
、
後
々
も
自
ら
「
小
誼

ら
し
き
も
の
と
し
て
世
に
山
し
侯
」
最
初
の
、
会
心
の
作
と
認
め
て
い
た
（
「
各

大
家
の
処
女
作
」
）
。

　
　
　
一
七
年
一
月
八
日
か
ら
、
「
鶴
紐
巷
説
二
葉
松
」
（
二
冊
）
を
騒
々
堂
よ

　
　
り
校
刊
（
二
月
ま
で
）
。

　
　
　
一
七
年
一
月
二
六
日
か
ら
、
三
遊
亭
円
好
が
神
戸
楠
公
社
内
の
席
に
お

　
　
い
て
「
二
葉
松
」
を
読
む
（
一
七
年
一
月
二
六
日
付
「
朝
日
」
記
事
）
。

　
　
三
月
、
松
林
伯
円
が
長
門
座
と
賑
江
亭
と
に
お
い
て
〕
一
葉
松
」
を
読
む

　
　
予
定
（
一
七
年
三
月
二
二
日
付
「
朝
日
」
記
事
）
。

　
　
　
一
七
年
三
月
、
勝
諺
蔵
脚
色
、
延
若
・
宗
十
郎
・
璃
寛
・
橘
三
郎
の
一

　
　
座
が
戒
座
に
お
い
て
「
若
緑
二
葉
松
」
と
題
し
て
初
演
（
番
付
）
、
大
入
り
。

　
　
　
一
七
年
七
月
二
二
日
か
ら
、
横
堀
の
造
物
に
コ
一
葉
松
」
に
因
み
「
妙

　
　
子
捕
手
に
か
、
る
処
鷹
狩
の
場
絵
姿
」
等
が
登
場
（
一
七
年
七
月
二
四
日

　
　
付
「
朝
日
」
記
事
）
。

　
二
一
月
二
一
二
日
、
伊
藤
一
英
七
周
忌
追
善
を
補
功
（
二
一
月
一
八
日
付
「
朝

日
」
記
事
）
。

　
こ
の
年
度
、
「
朝
日
新
聞
」
の
発
行
部
数
は
全
国
第
一
位
に
躍
進
し
た
。
こ

の
功
の
一
斑
は
、
続
き
物
の
、
と
り
わ
け
文
海
の
作
品
に
負
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一



　
　
　
宇
田
川
文
海
伝
の
筋
書

明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
歳

　
一
月
二
七
日
か
ら
、
無
署
名
で
「
嚇
搬
新
年
第
一
筆
」
を
「
朝
日
新
聞
」
に

連
載
（
四
月
五
日
、
大
団
円
）
。

　
　
　
五
月
か
ら
、
「
新
編
淀
廼
車
」
　
（
二
冊
）
と
改
題
し
て
、
駿
々
堂
よ
り

　
　
校
刊
（
五
月
九
日
付
「
朝
日
」
広
告
）
。

　
　
　
五
月
一
〇
日
か
ら
、
勝
諺
蔵
脚
色
、
福
助
・
太
三
郎
・
雁
治
郎
．
璃
笑

　
　
の
一
座
が
中
座
に
お
い
て
「
真
似
浪
花
朝
日
悌
」
と
題
し
て
初
演
（
番
付
）
。

　
三
月
二
二
日
、
「
演
劇
新
報
」
第
一
号
創
刊
、
文
海
は
補
助
（
三
月
一
八
日
付

「
朝
日
」
広
告
）
。

　
四
月
六
目
か
ら
、
無
署
名
で
「
怠
惰
勉
強
心
組
織
」
を
「
朝
日
新
聞
」
に
連

載
（
五
月
ニ
ニ
日
、
大
団
円
）
。

　
　
　
一
八
年
四
目
、
竹
柴
諺
蔵
脚
色
、
朝
日
座
に
お
い
て
「
怠
惰
勉
強
心
組

　
　
織
」
初
演
（
番
付
）
。

　
四
月
一
九
日
か
ら
、
吉
野
に
遊
ぷ
。
「
朝
日
新
聞
」
持
主
村
山
竜
平
の
発
議

で
、
岡
野
半
牧
・
関
徳
・
上
野
理
一
と
共
に
同
行
し
た
。
人
力
車
五
台
を
連
ね

生
駒
を
越
え
、
夜
半
に
吉
野
に
登
り
一
泊
。
二
〇
日
は
花
と
旧
跡
を
た
ず
ね

た
。
　
（
四
月
二
三
、
二
四
、
二
五
日
付
「
朝
日
」
．
遂
軒
子
「
芳
山
紀
遊
」
）
文
海

の
「
棚
日
新
聞
」
時
代
の
最
も
楽
し
い
思
い
出
と
し
て
永
く
記
憶
に
残
る
（
「
大

阪
朝
日
新
聞
初
期
時
代
吉
野
の
花
見
」
）
。

　
七
月
九
日
か
ら
、
無
署
名
で
「
雲
間
月
」
を
「
朝
日
新
聞
」
に
連
載
（
八
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二

二
〇
日
、
大
団
円
）
。

　
　
　
一
八
年
五
月
、
「
雲
問
月
」
を
駁
々
堂
よ
り
出
版
（
一
八
年
五
月
＝
二

　
　
日
「
朝
日
」
記
事
）
。

　
　
　
一
八
年
九
月
、
竹
柴
諺
蔵
脚
色
、
三
五
郎
・
荒
太
郎
・
芝
鶴
の
一
座
が

　
　
朝
目
座
に
お
い
て
「
其
悌
雲
問
月
」
と
題
し
て
初
演
（
番
付
）
。

　
こ
の
頃
か
、
文
海
の
家
門
段
盛
を
極
め
、
俳
優
・
落
語
家
・
音
曲
家
な
ど
あ

ら
ゆ
る
芸
人
が
詰
め
か
け
て
い
た
。

　
一
一
月
一
日
、
大
阪
市
東
区
釣
鐘
町
二
町
目
松
屋
町
東
入
南
側
に
転
宅
（
一

一
月
一
日
付
「
朝
日
」
広
告
）
。
　
そ
の
後
、
高
麗
橋
三
丁
目
・
北
浜
五
丁
目
．

高
麗
橋
四
丁
目
と
転
々
し
た
（
昭
一
四
年
二
一
月
一
〇
日
刊
「
東
区
史
」
第
五

巻
）
。

　
一
月
六
日
、
妻
ツ
ル
（
大
阪
府
堺
市
戒
之
町
東
一
丁
竹
山
平
八
二
女
．
安
政

五
年
二
一
月
一
日
生
）
入
籍
（
除
籍
騰
本
）
。

　
一
一
月
七
日
か
ら
、
無
署
名
で
「
朝
桜
大
和
魂
」
を
「
朝
日
新
聞
」
に
連
載

（
一
八
年
三
月
一
日
、
大
団
円
）
。

　
　
　
一
九
年
四
月
、
「
鯛
日
木
魂
」
を
駿
々
堂
本
店
よ
り
著
刊
。

　
　
　
一
八
年
一
月
三
一
日
か
ら
、
竹
柴
諺
蔵
脚
色
、
卯
三
郎
．
翫
若
．
市
若

　
　
・
涼
五
郎
の
一
座
が
弁
天
座
に
お
い
て
「
朝
桜
大
和
魂
」
を
初
演
（
番
付
）
。

明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
歳



　
一
月
か
ら
、
演
劇
改
良
に
奮
発
す
る
朝
日
座
友
主
浅
野
治
功
の
要
請
に
よ

り
、
同
座
へ
小
宮
山
天
香
と
共
に
改
良
歌
舞
伎
正
本
を
提
供
す
る
こ
と
ｘ
な
る

（
口
上
書
）
。
　
一
月
三
一
目
か
ら
同
座
に
お
い
て
上
演
さ
れ
た
リ
ッ
ト
ン
の
戯

曲
の
翻
案
「
人
問
万
事
金
世
中
」
、
三
月
＝
二
日
か
ら
の
「
雪
竹
伏
水
曙
」
（
番

付
）
な
ど
は
、
文
海
ら
の
後
援
に
よ
る
も
の
か
。

　
四
月
一
〇
日
か
ら
、
無
署
名
で
「
搬
輔
州
榊
射
鮒
醐
の
の
醐
ポ
断
何
桜
彼
桜
銭
世
中
」

を
「
朝
日
新
聞
」
に
連
載
（
五
月
二
〇
日
、
犬
団
円
）
。

　
　
　
一
九
年
一
月
、
「
何
桜
彼
桜
銭
世
中
」
を
和
田
文
宝
堂
よ
り
閲
刊
か
。

　
　
　
五
月
ニ
ハ
日
か
ら
、
竹
柴
諺
蔵
脚
邑
、
宗
十
郎
・
橘
三
郎
の
一
座
が
戒

　
　
座
に
お
い
て
「
何
桜
彼
桜
銭
世
中
」
を
初
演
（
番
付
）
。

　
五
月
二
一
日
か
ら
、
無
署
名
で
「
新
編
三
枝
物
語
」
を
「
刺
日
新
聞
」
に
連

載
（
七
月
二
二
日
、
大
団
円
）
。

　
　
　
九
月
、
「
新
編
三
枝
物
語
」
を
校
刊
か
。

　
　
　
九
月
、
竹
柴
諺
蔵
脚
色
、
延
若
・
橘
三
郎
・
紫
琴
・
延
三
郎
の
一
座
が

　
　
戒
座
に
お
い
て
「
新
編
三
枝
謹
」
を
初
演
（
番
付
）
。

　
九
月
二
一
二
日
か
ら
、
無
署
名
で
「
人
形
筆
有
馬
土
産
」
を
「
朝
日
新
聞
」
に

連
載
（
一
二
月
三
日
、
大
団
円
）
。

　
　
　
一
一
月
二
〇
日
か
ら
、
竹
柴
諺
蔵
脚
色
、
三
五
郎
・
百
々
之
功
・
八
百

　
　
三
郎
の
一
座
が
朝
目
座
に
お
い
て
「
人
形
筆
有
馬
土
産
」
を
初
演
へ
番
付
）
。

　
一
〇
月
二
四
日
、
「
朝
日
新
聞
」
を
退
杜
　
（
朝
日
新
聞
社
史
編
修
室
保
存
資

　
　
　
宇
田
川
文
海
伝
の
筋
書

料
－
清
水
三
郎
氏
示
教
）
。
「
日
本
絵
入
新
聞
」
に
引
抜
か
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　
一
〇
月
二
七
日
、
「
日
本
絵
入
新
聞
」
に
入
社
か
。

明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
歳

　
こ
の
頃
か
、
「
目
本
絵
入
新
聞
」
を
退
社
。

　
七
月
一
日
、
「
靭
日
新
聞
」
に
再
入
杜
　
（
朝
日
新
聞
社
史
編
修
室
保
存
資
料

－
清
水
三
郎
氏
示
教
）
。

　
七
月
か
ら
、
大
塩
平
八
郎
の
事
蹟
を
改
良
歌
舞
伎
化
す
る
た
め
、
史
実
調
査

に
奔
走
し
た
（
七
月
三
一
日
、
八
月
二
二
日
刊
「
大
阪
歌
舞
伎
新
報
」
記
事
）
。
一
一

月
、
竹
柴
諺
蔵
脚
色
、
宗
十
郎
一
座
に
よ
り
京
都
四
条
北
側
演
劇
に
お
い
て
初

演
さ
れ
た
活
歴
劇
「
大
塩
平
八
邸
言
行
録
」
（
番
付
）
が
、
そ
の
結
実
で
あ
る
。

　
八
月
二
八
日
か
ら
、
無
署
名
で
「
屡
気
楼
」
を
「
朝
日
新
聞
」
に
連
載
か

（
二
一
月
九
目
、
大
団
円
）
。

　
　
　
二
一
月
、
「
傭
競
展
気
楼
」
を
、
騒
々
堂
木
店
よ
り
出
版
・
二
〇
年
一

　
　
月
か
、
「
錐
機
展
気
楼
」
を
出
版
か
。

　
　
　
二
一
月
、
三
五
郎
・
滝
之
功
の
一
座
が
朝
日
座
に
お
い
て
「
屡
気
楼
朝

　
　
日
粉
色
」
と
趨
し
て
初
演
か
（
昭
一
六
年
三
月
三
〇
日
刊
「
松
竹
関
西
演

　
　
劇
誌
」
）
。

　
九
月
二
五
日
、
南
歌
楼
に
お
け
る
大
阪
演
劇
改
良
会
発
起
相
談
会
に
出
席

（
九
月
三
〇
日
付
「
大
阪
歌
舞
伎
新
報
」
記
事
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三



　
　
　
宇
田
川
文
海
伝
の
筋
書

明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
歳

　
六
月
八
目
か
ら
、
無
署
名
で
「
辮
辮
午
睡
夢
」
を
「
朝
日
新
聞
」
に
運
載
か

（
二
二
日
、
中
絶
）
。

　
　
　
二
二
目
、
こ
れ
が
当
局
の
忌
講
に
ふ
れ
、
↓
朝
日
新
聞
」
発
行
停
止
と

　
　
な
る
（
二
九
日
、
解
停
）
　
（
六
月
三
〇
日
付
「
朝
日
」
杜
告
）
。

　
八
月
四
日
、
来
阪
中
の
坪
内
遣
遙
を
招
待
。
八
日
、
遣
遙
を
中
座
に
誘
う
つ

も
り
で
訪
ね
た
が
、
遣
遙
が
あ
ま
り
乗
り
気
で
な
い
の
で
辞
去
（
坪
内
遭
逢

「
昧
発
誠
浪
花
芸
者
」
１
昭
三
〇
年
九
月
刊
「
中
央
公
論
」
に
よ
る
）
。

　
九
月
一
五
日
か
ら
、
無
署
名
で
「
士
族
の
商
業
」
を
「
朝
日
新
聞
」
に
連
載

（
二
一
年
二
月
一
日
、
大
団
円
）
。

　
　
　
二
二
年
一
月
、
「
士
族
之
商
業
」
を
駁
々
堂
よ
り
著
刊
か
。
二
四
年
四

　
　
月
二
九
日
、
再
版
。

　
一
〇
月
、
久
保
田
米
遷
ら
と
共
に
浪
花
座
に
活
歴
劇
「
千
種
穐
嵯
峨
月
影
」

を
提
供
か
（
昭
二
年
一
一
月
八
日
付
「
大
毎
」
・
中
村
雁
治
郎
「
自
伝
」
）
。
不
評
。

こ
れ
で
演
劇
改
良
熱
も
一
頓
挫
を
招
い
た
。

明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
歳

　
二
月
三
目
か
ら
、
無
署
名
で
「
鰍
郁
嫡
鮮
帥
雪
埋
松
」
を
「
朝
日
新
聞
」
に
連

載
（
五
月
二
百
ま
で
）
。

　
　
　
二
二
年
五
月
二
五
日
、
「
雪
中
松
」
と
改
題
し
日
吉
堂
よ
り
著
刊
か
。

八
四

　
　
二
五
年
一
〇
月
、
再
版
。

五
月
ニ
ニ
日
か
ら
、
無
署
名
で
「
四
つ
の
緒
」
を
「
朝
日
新
聞
」
に
連
載

（
七
月
二
一
日
、
大
団
円
）
。

　
　
　
二
一
月
二
四
日
、
「
汝
所
好
」
と
改
題
し
て
駿
々
堂
本
店
よ
り
著
刊
。

　
七
月
一
〇
日
か
ら
、
「
樹
間
の
月
」
を
「
嫌
朝
日
新
聞
」
に
連
載
（
九
月
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

日
ま
で
）
。
後
に
自
ら
「
骨
を
折
り
侯
作
」
と
い
う
力
作
で
あ
っ
た
（
「
各
大
家

の
処
女
作
」
）
。

　
　
　
二
二
年
五
月
二
八
目
、
「
銀
叙
」
と
改
題
し
駁
々
堂
本
店
よ
り
著
刊
。

　
八
月
四
目
、
神
戸
駅
に
お
い
て
京
阪
漫
遊
中
の
道
遙
と
出
会
っ
た
か
（
坪
内
遭

逢
「
道
逢
目
記
」
－
昭
四
四
年
九
月
三
〇
日
刊
「
坪
内
遣
逢
研
究
資
料
」
に
よ
る
）
。

九
月
六
目
か
ら
、
「
貧
福
」
を
「
搬
朝
日
新
聞
」
に
連
載
（
一
〇
月
一
九
日

ま
で
）
。

　
　
　
二
二
年
七
月
三
〇
日
、
「
貧
福
」
を
駁
々
堂
書
店
よ
り
著
刊
。

　
二
一
月
六
日
か
ら
、
「
狂
花
」
を
「
嫌
朝
日
新
聞
」
に
連
載
（
二
二
年
二
月

二
日
ま
で
）
。

　
　
　
二
二
年
三
月
一
八
日
（
？
）
、
「
狂
花
」
を
岡
本
明
玉
堂
よ
り
著
刊
。

　
二
一
月
二
五
日
か
ら
、
「
紫
藤
花
」
を
「
朝
日
新
聞
」
に
連
載
（
二
二
年
三

月
三
一
日
、
大
団
円
）
。

　
　
　
二
二
年
五
月
、
竹
柴
諺
蔵
脚
色
、
雁
治
郎
・
荒
五
郎
・
珊
瑚
郎
・
厳
笑

　
　
・
吉
三
郎
の
一
座
が
浪
花
座
に
お
い
て
「
影
写
朝
日
紫
陽
花
」
と
題
し
て



　
　
初
演
（
番
付
）
。

明
治
ニ
ニ
年
（
一
八
八
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
歳

　
四
月
二
〇
日
、
文
芸
雑
誌
「
な
に
は
の
は
る
」
第
一
号
創
刊
。
文
海
は
幹

事
。
五
月
一
〇
日
、
第
二
号
刊
、
こ
れ
に
て
廃
刊
。

　
四
月
二
一
日
、
網
島
鮒
宇
楼
に
お
け
る
新
聞
雑
誌
記
者
懇
親
会
に
「
な
に
は

の
は
る
」
を
代
表
し
て
出
席
（
四
月
二
三
日
付
「
大
朝
」
記
事
）
。

　
七
月
一
日
、
名
古
屋
へ
汽
車
旅
行
。
取
材
と
養
洞
と
の
た
め
で
あ
っ
た
（
「
悪

因
縁
」
）
。
「
烈
女
勝
子
伝
」
の
材
料
を
得
る
。

　
九
月
五
日
か
ら
、
「
雪
竹
伏
水
曙
」
を
「
百
千
鳥
」
に
連
載
（
二
三
年
一
月
二

〇
日
、
を
は
り
）
。

　
　
　
の
ち
、
「
雪
竹
伏
水
曙
」
（
未
見
）
を
駿
々
堂
よ
り
著
刊
。
二
六
年
一
〇

　
　
月
三
〇
日
、
再
刊
。

　
九
月
二
五
日
、
詐
欺
取
材
犯
（
？
）
の
嫌
疑
に
よ
り
、
大
阪
府
警
察
本
部
に

引
致
さ
れ
、
爾
後
留
置
と
な
り
取
調
べ
を
受
け
る
。
一
〇
月
二
百
、
堀
川
監

獄
へ
入
監
し
（
一
〇
月
二
一
百
付
「
大
朝
」
記
事
）
、
大
阪
始
審
裁
判
所
に
お

い
て
葛
葉
予
審
判
事
・
川
淵
検
事
の
係
で
取
調
べ
を
受
け
る
。
二
月
二
日
、
予

審
終
結
、
犯
罪
の
証
糧
不
十
分
で
免
訴
放
免
の
言
渡
が
あ
り
、
山
山
獄
し
た
（
一

一
月
五
日
付
「
大
朝
」
記
事
・
広
告
）
。

　
九
月
二
七
日
「
駄
朝
日
新
聞
」
を
解
雇
に
な
る
（
九
月
二
七
日
付
「
大
朝
」

　
　
　
宇
田
川
又
海
伝
の
筋
書

杜
告
）
。

明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
歳

　
四
月
、
「
賦
短
日
新
聞
」
入
杜
。
（
四
月
二
四
日
付
「
大
毎
」
広
告
）

　
六
月
一
九
日
か
ら
、
「
推
鱗
杜
櫨
千
草
結
馬
場
朝
露
」
を
「
駄
毎
日
新
聞
」
に
連

載
（
七
月
二
六
日
、
完
結
）
。

　
　
　
一
一
月
、
竹
柴
諺
蔵
脚
色
、
八
百
蔵
・
荒
五
郎
・
卯
三
郎
・
若
松
の
一

　
　
座
が
弁
天
座
に
お
い
て
「
千
種
結
馬
場
朝
露
」
を
初
演
。

　
七
月
二
七
日
か
ら
、
「
撚
舳
凌
霜
談
」
を
「
駄
毎
日
新
聞
」
に
連
載
（
九
月
一

八
日
、
結
局
）
。

　
　
　
九
月
ニ
ハ
日
か
ら
、
山
崎
琴
書
が
京
都
新
京
極
の
講
釈
席
に
お
い
て

　
「
凌
霜
談
」
を
読
む
（
九
月
一
七
日
付
「
大
毎
」
記
事
）
。

　
一
〇
月
五
日
刊
「
江
戸
む
ら
さ
き
」
に
「
街
談
巷
説
・
作
者
類
聚
名
彙
」
が

掲
げ
て
あ
る
が
、
宇
田
川
文
海
は
用
姓
の
一
人
と
し
て
載
っ
て
い
る
。

　
二
月
二
日
、
西
村
天
囚
ら
と
共
に
、
在
阪
又
芸
同
好
者
懇
親
会
を
広
告
（
一

一
月
二
日
付
「
大
毎
」
広
告
）
。
〔
直
後
発
起
人
署
名
か
ら
天
囚
ら
「
駄
朝
日
新

聞
」
系
五
名
脱
落
。
〕
九
日
、
静
観
楼
に
お
け
る
大
阪
文
芸
会
発
起
者
会
に
出
席

（
一
一
月
一
一
日
付
「
大
毎
」
記
事
）
。

　
二
一
月
七
目
、
木
内
愛
渓
・
竹
柴
諺
蔵
ら
と
共
に
大
阪
文
芸
会
を
創
立
、
そ

の
代
表
的
存
在
で
あ
っ
た
。
備
二
苧
に
お
け
る
第
一
回
例
会
に
出
席
（
二
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五



、

　
　
　
宇
田
川
文
海
伝
の
筋
書

九
日
付
「
大
毎
」
記
事
）
。

明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
歳

　
二
月
七
日
刊
、
吉
田
香
雨
「
幽
作
者
評
判
記
」
仁
評
が
あ
る
。
　
「
関
西
第
一

流
の
小
説
家
と
・
－
－
の
大
言
に
負
か
ざ
る
の
作
者
な
ら
ん
氏
の
得
意
と
す
る
所

は
時
代
小
説
即
ち
お
家
物
に
あ
り
…
…
」
。
文
海
は
好
ん
で
「
翻
訳
臭
味
の
人

情
」
も
の
も
書
い
た
が
「
お
家
物
」
が
最
も
得
意
で
あ
っ
た
。

　
二
月
二
六
日
、
第
一
楼
に
お
け
る
大
阪
文
芸
会
例
会
に
出
席
、
「
故
人
小
団

次
が
鼠
小
僧
を
演
ぜ
し
時
の
奇
談
」
を
談
話
（
二
月
二
八
日
付
「
犬
毎
」
記
事
）
。

五
月
九
日
、
洗
心
館
に
お
け
る
同
会
世
話
人
会
に
出
席
、
機
関
誌
発
行
を
協
議

（
五
月
一
一
日
付
「
大
毎
」
記
事
）
。
五
月
二
九
日
、
第
一
楼
に
お
け
る
同
会

例
会
に
出
席
（
五
月
三
一
日
付
「
大
毎
」
記
事
）
。
七
月
七
日
、
丸
水
楼
に
お
け

る
同
会
臨
時
会
に
出
席
（
七
月
九
日
付
「
大
毎
」
記
事
）
。
七
月
二
〇
日
、
大

阪
府
立
博
物
場
に
お
け
る
同
会
例
会
で
講
演
の
予
定
（
七
月
九
日
付
「
大
毎
」

記
事
）
。
九
月
一
〇
目
、
備
一
亭
に
お
け
る
同
会
臨
時
会
に
出
席
（
九
月
二
一

日
付
「
大
毎
」
記
事
）
。
一
〇
月
二
一
二
日
、
備
一
亭
に
お
け
る
同
会
例
会
に
出

席
（
一
〇
月
二
五
日
付
「
大
毎
」
記
事
）
。
二
月
二
五
日
、
備
一
亭
に
お
け
る

同
会
例
会
に
出
席
（
二
月
二
七
日
付
「
犬
毎
」
記
事
）
。
二
亘
二
七
目
、
備

一
亭
に
お
け
る
同
会
忘
年
会
に
出
席
　
（
二
一
月
二
九
日
付
「
犬
毎
」
記
事
）
。

　
四
月
；
一
、
一
四
日
、
吉
野
に
遊
ぷ
。
画
家
の
鈴
木
蕾
斎
・
中
川
芦
川
・
稲

八
六

野
孝
之
と
和
田
風
月
と
が
同
行
（
「
吉
野
土
産
」
）
。

　
九
月
一
九
日
か
ら
、
「
霧
の
離
」
を
「
駄
毎
日
新
聞
」
に
連
載
（
一
一
月
ニ
ハ

日
、
完
）
。

　
　
　
二
五
年
二
月
、
竹
柴
歌
女
輔
脚
色
、
片
市
・
我
董
の
一
座
が
中
座
に
お

　
　
い
て
「
霧
廼
離
」
を
初
演
（
二
五
年
一
月
一
〇
日
付
「
犬
毎
」
記
事
）
。

　
一
〇
月
一
九
日
か
ら
、
「
紅
葉
」
を
「
賊
文
芸
」
に
連
載
（
二
月
ニ
ハ
日
、
完
）
。

　
　
　
一
一
月
一
日
付
・
二
七
日
付
「
駄
毎
日
新
聞
」
の
西
の
屋
ひ
が
し
「
大

　
　
阪
文
芸
」
・
「
大
阪
文
芸
二
三
号
妄
評
」
で
は
仲
間
褒
的
に
取
上
げ
ら
れ

　
　
た
。
し
か
し
、
二
五
年
二
月
一
日
刊
「
な
に
は
が
た
」
の
木
崎
好
尚
「
大
阪

　
　
文
芸
一
、
二
、
三
、
四
」
で
は
酷
評
さ
れ
た
。

　
一
二
月
六
日
、
山
崎
年
信
追
悼
会
に
出
席
（
二
一
月
八
日
付
「
大
毎
」
記
事
）
。

　
一
二
月
七
日
、
菊
池
幽
芳
、
「
片
輪
車
」
を
「
駄
文
芸
」
に
発
表
、
関
西
文
壇

に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
文
海
は
稲
野
年
恒
に
、
幽
芳
が
「
今
の
若
い
も
の
に
珍
し
い

文
章
を
書
く
青
年
だ
、
後
生
恐
る
べ
き
も
の
だ
」
と
描
奨
し
た
（
菊
池
幽
芳
「
私

の
自
叙
伝
」
－
大
一
四
年
二
月
二
八
日
刊
「
幽
芳
全
集
」
第
二
二
巻
に
よ
る
）
。

明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
歳

　
二
月
、
「
駄
文
芸
」
を
宮
内
省
へ
献
上
す
る
た
め
東
上
。
　
一
〇
目
、
江
東
中

村
楼
に
お
け
る
大
阪
会
　
　
大
阪
関
係
者
の
親
睦
宴
に
出
席
（
二
月
一
五
日
付

「
大
毎
」
記
事
）
。



　
二
月
一
〇
日
、
　
「
鮒
識
か
ひ
よ
せ
」
第
一
籠
創
刊
。
文
海
の
著
作
集
．
個
人

雑
誌
と
も
言
う
べ
き
も
の
。

　
　
　
三
月
七
日
付
「
駄
毎
日
新
聞
」
の
菊
花
「
批
評
．
小
説
叢
書
貝
よ
せ
を

　
　
読
む
」
、
六
月
二
日
付
同
紙
の
西
の
屋
ひ
が
し
「
小
説
叢
書
員
よ
せ
」
に

　
　
取
上
げ
ら
れ
た
。

　
二
月
二
一
二
日
か
ら
、
「
身
を
知
る
雨
」
を
「
駄
毎
日
新
聞
」
に
連
載
（
三
月

三
一
日
、
大
尾
）
。

　
　
　
四
月
、
竹
柴
歌
女
輔
脚
色
、
吉
三
郎
・
璃
寛
の
一
座
が
中
座
に
お
い
て

　
　
「
身
を
知
る
雨
」
を
初
演
（
三
月
二
日
付
「
大
毎
」
記
事
）
。

　
二
月
二
七
日
、
備
二
亭
に
お
け
る
大
阪
又
芸
会
例
会
に
出
席
、
「
東
遊
見
聞
の

一
斑
、
東
京
の
文
学
世
界
」
を
講
演
（
二
月
二
七
日
付
「
大
毎
」
記
事
）
。
五

月
二
九
日
、
備
二
亭
に
お
け
る
例
会
に
出
席
（
五
月
三
一
日
「
大
毎
」
記
事
）
。

　
三
月
、
月
瀬
に
遊
ぷ
（
「
梅
を
観
る
の
記
」
）
。

　
六
月
五
日
、
静
観
楼
に
お
け
る
関
西
新
聞
雑
誌
同
業
懇
親
会
に
「
駄
毎
口
新

聞
」
代
表
の
一
人
と
し
て
出
席
（
六
月
七
日
付
「
大
毎
」
記
事
）
。

　
こ
の
頃
、
東
区
道
修
町
二
丁
目
二
四
番
屋
敷
（
五
月
一
五
日
刊
「
貝
よ
せ
」

奥
附
）
よ
り
同
区
横
堀
三
丁
目
七
七
番
屋
敷
へ
転
宅
（
六
月
一
五
日
刊
「
貝
よ

せ
」
奥
附
）

　
こ
の
頃
、
徳
田
秋
声
が
翻
訳
の
一
部
を
持
参
し
て
来
訪
（
徳
田
秋
声
「
無
駄
道
」

「
光
を
追
う
て
」
１
昭
三
八
年
一
月
一
〇
日
刊
「
秋
声
全
集
」
第
二
一
巻
に
よ
る
）
。

　
　
　
宇
田
川
又
海
伝
の
筋
書

　
一
〇
月
二
六
日
、
邦
福
禅
寺
に
お
け
る
故
河
竹
能
進
七
ｎ
忌
法
会
に
出
席

（
二
月
二
五
日
刊
「
大
阪
文
芸
雑
誌
」
雑
報
）
。

　
一
一
月
；
百
、
箕
面
山
秋
錦
楼
に
お
け
る
関
西
新
聞
雑
誌
記
者
懇
親
会
に

「
駄
毎
日
新
聞
」
代
表
の
一
人
と
し
て
出
席
（
一
一
月
一
五
日
付
「
大
朝
」
記
事
）
。

明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
歳

　
一
月
二
日
、
「
瓢
講
貝
よ
せ
」
第
一
一
籠
刊
、
こ
れ
に
て
廃
刊
か
。

　
二
月
八
日
か
ら
、
「
奥
平
源
八
郎
」
を
「
駄
毎
日
新
聞
」
に
連
載
（
四
月
一

八
日
、
大
団
円
）
。

　
　
　
四
月
、
我
当
・
璃
寛
の
一
座
が
中
座
に
お
い
て
「
奥
平
源
八
郎
」
を
初

　
　
演
（
三
月
二
三
日
付
「
大
毎
」
記
事
）
。

　
八
月
二
日
か
ら
、
三
丹
地
方
に
旅
行
す
る
。
同
行
は
彫
刻
家
兼
画
家
の
小
永

井
天
橋
と
詩
人
柳
原
東
雲
。
京
都
、
福
知
山
、
宮
津
、
出
石
、
湯
島
…
…
姫

路
（
「
愉
閑
紀
遊
」
）
。

　
九
月
一
七
日
か
ら
、
「
酬
鯛
袖
香
炉
」
を
「
駄
毎
目
新
聞
」
に
連
載
（
二
七
年

二
月
一
四
日
ま
で
）
。

　
一
〇
月
、
須
磨
へ
行
く
（
「
厳
島
後
編
」
）
。

　
一
一
月
一
五
日
刊
「
こ
の
花
草
紙
」
に
花
も
り
の
翁
「
岬
脈
浪
華
小
説
家
婦

人
見
立
」
と
い
う
も
の
が
掲
げ
て
あ
る
が
、
「
宇
田
川
文
海
は
腕
の
凄
き
老
妓

の
如
し
…
…
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七



　
　
　
宇
田
川
文
海
伝
の
筋
書

　
一
一
月
一
七
、
二
七
日
、
「
和
気
清
麻
呂
」
を
「
駄
毎
日
新
聞
」
に
掲
載
。

　
　
　
二
七
年
二
月
、
我
重
・
璃
寛
の
一
座
が
角
座
に
お
い
て
「
和
気
清
麿
」

　
　
を
初
演
（
二
七
年
一
月
二
八
日
付
「
大
毎
」
記
事
）
。

　
二
一
月
一
五
日
刊
「
こ
の
花
草
紙
」
に
花
守
の
翁
が
う
ま
ご
「
三
年
後
の

浪
華
文
壇
未
来
記
」
と
い
う
も
の
が
掲
げ
て
あ
る
が
「
宇
田
川
文
海
大
阪
文

芸
を
再
興
す
…
評
判
は
『
芦
の
一
節
』
と
相
若
け
り
」
と
あ
る
。
「
芦
の
一

節
」
と
い
う
の
は
こ
の
未
来
記
で
渡
辺
霞
亭
が
発
行
す
る
と
い
う
文
芸
雑
誌
の

こ
と
で
あ
る
。

明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
歳

　
二
月
二
二
、
二
三
、
二
四
目
、
桜
井
へ
旅
行
（
「
三
日
の
旅
」
）
。

　
四
月
二
九
日
か
ら
、
「
厳
島
」
を
「
駄
毎
日
新
聞
」
に
連
載
（
六
月
一
五
日
、

上
編
了
）
。
七
月
二
四
目
か
ら
、
毛
利
元
就
事
蹟
調
査
の
た
め
、
安
芸
吉
田
・

厳
島
へ
旅
行
す
る
（
「
厳
島
後
編
」
）
。
八
月
二
六
日
か
ら
「
厳
島
後
編
」
を
「
駄

毎
日
新
聞
」
に
連
載
（
一
〇
月
一
六
日
、
緒
尾
）
。

　
一
一
月
ニ
ハ
目
、
「
砂
辮
才
鮮
契
沖
阿
閣
梨
」
を
博
文
館
よ
り
著
刊
。
以
後
も

契
沖
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
つ
べ
け
る
。

明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
歳

　
八
月
、
福
井
座
に
、
日
清
戦
争
を
仕
組
ん
だ
「
撮
国
美
談
電
信
技
手
」
を
執

八
八

筆
提
供
（
八
月
九
日
付
「
大
毎
」
記
事
）
。

　
一
一
月
刊
「
早
稲
田
文
学
」
掲
載
の
半
文
生
「
浪
花
文
壇
の
諸
先
生
に
告

ぐ
」
に
「
字
田
川
半
痴
先
生
が
相
変
ら
ず
の
御
家
小
説
を
、
相
変
り
た
る
着
想

に
て
書
か
る
＼
…
…
例
に
依
り
て
例
の
如
く
な
る
べ
き
か
」
と
あ
る
。

　
二
亘
二
九
目
か
ら
、
「
猿
面
郎
出
世
双
六
」
を
「
駄
毎
日
新
聞
」
に
連
載

（
二
九
年
二
月
二
〇
日
ま
で
）
。

明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
歳

　
一
月
一
〇
日
、
政
岡
松
濤
・
斎
藤
松
洲
と
共
に
浪
花
座
観
劇
（
「
岡
野
半
牧

を
悼
む
」
）
。

　
〔
一
月
一
一
目
、
岡
野
半
牧
没
。
〕

　
こ
の
年
、
続
き
物
は
ほ
と
ん
ど
「
猿
面
郎
出
世
双
六
」
一
本
と
い
う
打
込
み

方
で
あ
っ
た
。
三
月
二
百
か
ら
次
編
（
五
月
二
一
二
日
、
緒
了
）
。
八
月
二
〇

日
か
ら
第
三
編
（
一
一
月
七
日
、
大
団
円
）
。
「
大
評
判
」
（
「
猿
面
郎
出
世
双
六

前
編
完
緒
謝
辞
」
）
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
四
月
二
五
日
刊
「
文
庫
」
掲
載

の
記
者
の
「
関
西
文
壇
の
消
息
」
に
は
「
文
海
は
関
西
文
壇
の
老
将
な
ど
言
ふ

も
の
あ
れ
ど
、
老
将
も
斯
く
老
朽
し
て
太
閤
記
の
焼
直
し
を
為
る
や
う
に
な
り

て
は
既
に
ダ
メ
な
り
」
と
あ
る
。

　
六
月
二
九
日
か
ら
、
「
蚤
の
痕
」
を
「
駄
毎
日
新
聞
」
に
連
載
（
七
月
二
一

日
、
犬
尾
）
。



　
　
　
八
月
、
勝
歌
女
輔
脚
色
、
我
当
・
市
蔵
の
一
座
が
中
座
に
お
い
て
「
蚤

　
　
廼
痕
」
を
初
演
。

　
七
月
二
五
日
よ
り
、
「
猿
面
郎
出
世
双
六
」
第
三
編
取
材
旅
行
に
、
山
城
・

近
江
・
丹
波
方
面
へ
向
け
出
発
（
七
月
二
六
日
付
「
大
毎
」
記
事
）
。

明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
歳

　
四
月
、
摂
津
・
和
泉
・
紀
伊
三
国
を
巡
覧
す
る
。
六
月
、
紀
伊
・
和
泉
を
漫

遊
し
、
名
所
旧
跡
を
尋
ね
る
。
養
痢
・
避
暑
・
「
南
海
鉄
道
案
内
」
執
筆
の
た

め
で
あ
っ
た
ら
し
い
（
「
南
海
鉄
道
案
内
」
）
。

明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
歳

　
こ
の
年
以
後
、
「
駄
毎
目
新
聞
」
に
文
海
の
続
き
物
な
し
。

　
〔
こ
の
年
、
関
西
文
壇
は
新
生
面
を
開
く
。
東
京
文
士
の
新
作
紹
介
・
関
西

青
年
文
学
会
の
隆
起
・
批
評
精
神
の
覚
醒
な
ど
〕

　
〔
八
月
一
七
日
か
ら
、
幽
芳
、
「
己
が
罪
」
を
「
駄
毎
日
新
聞
」
に
連
載

（
一
〇
月
二
一
日
、
前
編
終
）
。
〕

　
一
一
月
刊
「
よ
し
あ
し
草
」
に
掲
げ
ら
れ
た
冶
雷
庵
「
幽
芳
子
の
創
作
」

に
、
「
又
海
已
に
其
文
学
的
生
命
を
絶
ち
て
秋
風
寂
莫
の
地
（
浪
華
文
壇
の
こ

と
）
更
に
荒
廃
に
傾
か
ん
と
す
る
…
…
」
と
あ
る
。

宇
田
川
文
海
伝
の
筋
書

明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
歳

　
二
月
二
五
日
、
山
中
重
太
郎
に
懲
濾
・
案
内
さ
れ
て
、
は
じ
め
て
天
理
教
の

本
部
に
行
く
、
（
「
余
は
如
何
に
し
て
道
の
友
に
筆
を
執
る
事
に
な
り
し
乎
」
）
。

「
此
に
始
め
て
此
教
を
信
ず
る
心
を
発
し
」
月
詣
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
四
月

二
日
、
は
じ
め
て
天
理
教
教
長
公
中
山
新
次
郎
と
面
会
す
る
（
「
月
詣
集
」
）
。

　
五
月
二
八
日
、
天
理
教
機
関
紙
「
み
ち
の
と
も
」
改
良
刷
新
の
時
に
当
た

り
、
腸
さ
れ
て
第
一
〇
一
号
よ
り
記
者
と
し
て
編
集
に
与
る
。
そ
の
用
務
の
た

め
例
月
一
回
以
上
本
部
に
出
頭
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
「
感
謝
」
）
。

明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
歳

　
一
一
月
二
一
二
日
付
「
万
朝
椴
」
（
昭
三
五
年
一
月
二
〇
目
刊
「
明
治
文
化
資
料

叢
書
」
第
二
一
巻
に
よ
る
）
掲
載
「
当
今
の
新
聞
記
者
１
１
、
宇
田
川
文
海
先

生
」
に
「
宇
田
川
文
海
の
名
は
一
時
関
西
の
文
壇
を
風
摩
し
た
り
き
、
大
坂
朝

日
新
聞
に
於
て
、
大
坂
毎
日
新
聞
に
於
て
、
文
海
先
生
の
小
説
は
蓋
し
第
一
の

読
物
な
り
し
な
り
、
勿
々
十
余
年
、
今
は
そ
れ
も
夢
と
な
り
ぬ
、
吾
人
は
此
記

事
の
中
に
先
生
の
名
を
漏
す
に
忍
び
ざ
る
を
感
ず
…
…
」
と
あ
る
。
既
に
点
鬼

簿
の
人
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
二
月
二
四
日
、
高
田
実
ら
に
招
待
さ
れ
掃
半
楼
に
お
け
る
会
合
に
出
席
し

た
が
、
こ
の
場
で
大
阪
市
会
議
長
森
作
太
郎
ら
同
席
者
が
仮
発
起
人
と
な
り
演

劇
改
良
会
を
組
織
す
る
こ
と
が
決
定
（
一
一
月
二
六
日
付
「
大
毎
」
記
事
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九



宇
田
川
文
海
伝
の
筋
書

明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
歳

　
一
月
七
目
、
天
理
教
校
々
舎
新
築
落
成
開
校
式
に
出
席
、
祝
辞
演
説
（
「
祝

辞
」
）
。

　
一
月
一
九
日
、
大
阪
府
知
事
官
邸
に
お
け
る
駄
演
劇
改
良
会
発
起
人
会
に
出
．

席
。
知
事
菊
池
侃
二
ら
一
八
名
（
一
月
二
一
日
付
「
大
毎
」
記
事
）
。
五
月
二

七
日
、
南
地
演
舞
場
に
お
け
る
大
阪
演
劇
協
会
発
会
式
に
出
席
、
評
議
員
に
選

出
さ
れ
る
（
五
月
二
九
日
付
「
大
毎
」
記
事
）
。
六
月
二
九
日
、
大
阪
倶
楽
部

に
お
い
て
（
七
月
一
日
付
「
大
毎
」
記
事
）
、
九
月
三
〇
日
、
大
阪
倶
楽
部
に

お
い
て
ユ
（
一
〇
月
二
日
付
「
大
毎
」
記
事
）
、
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る

が
、
文
海
の
出
欠
は
判
明
し
な
い
。
大
阪
演
劇
協
会
は
程
な
く
有
名
無
実
化
し

た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
年
、
管
野
正
雄
・
す
が
、
入
門
。
遺
族
の
話
（
清
水
三
郎
氏
「
朝
日
新

聞
外
史
６
４
」
に
ょ
る
）
に
よ
れ
ば
、
文
海
は
正
雄
を
後
継
者
に
す
る
っ
も
り
で

ア
メ
リ
カ
ヘ
遊
学
さ
せ
た
と
い
う
。

　
こ
の
年
、
斎
藤
松
洲
ら
の
美
術
談
話
会
に
出
席
、
「
詩
人
と
画
家
」
を
講
演

（
「
詩
人
と
画
家
」
）
。

明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
歳

　
五
月
二
二
日
、
京
都
鉄
道
会
杜
の
招
待
で
全
国
新
聞
記
者
四
〇
余
人
と
共
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

保
津
川
下
り
を
楽
し
む
。
船
中
で
又
海
は
、
管
野
す
が
の
浪
華
踊
反
対
説
を
紹

介
し
同
意
を
求
め
る
こ
と
が
あ
っ
た
（
「
保
津
川
下
り
」
）
。

　
こ
の
年
か
、
浪
華
教
会
夏
期
講
習
会
に
お
い
て
「
曲
亭
馬
琴
の
信
仰
心
」
を

講
演
（
「
曲
亭
馬
琴
の
信
仰
心
」
）
。

　
八
月
二
一
日
か
ら
、
天
満
教
会
堂
に
お
け
る
旧
約
聖
書
総
論
一
〇
回
講
義

（
主
催
天
満
青
年
共
励
会
・
講
師
牧
野
虎
次
）
を
聴
講
し
（
「
所
感
」
）
、
九
月

二
百
、
同
教
会
内
に
お
け
る
講
師
慰
労
の
親
睦
会
に
出
席
、
聴
講
者
一
同
を

代
表
し
て
葡
辞
を
述
べ
た
（
九
月
一
七
日
付
「
基
督
教
世
界
」
大
阪
通
信
）
。

明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
歳

　
六
月
二
二
日
か
ら
、
兵
神
分
教
会
に
お
け
る
天
理
教
々
師
講
習
会
の
講
師
を

勤
め
「
詔
勅
録
」
「
明
倫
歌
集
」
を
講
じ
る
（
二
〇
日
ま
で
）
（
七
月
一
五
日
刊

「
み
ち
の
と
も
」
奨
報
）
。

　
一
〇
日
、
堺
利
彦
宛
に
「
近
年
熱
心
な
る
基
督
信
者
と
な
り
、
昨
今
は
又
杜

会
主
義
の
研
究
を
始
め
て
居
」
る
旨
の
手
紙
を
送
っ
た
（
一
〇
月
ニ
ハ
日
付

「
平
民
新
聞
」
・
枯
川
生
「
平
民
日
記
」
１
昭
三
三
年
三
月
二
五
日
刊
「
史
料

近
代
日
本
史
・
杜
会
主
義
史
料
」
に
よ
る
）
。

　
一
〇
月
ニ
ニ
目
、
高
安
分
教
会
に
お
け
る
出
征
軍
人
軍
属
戦
病
死
者
思
魂
弔

慰
祭
に
臨
席
、
戦
争
の
是
非
に
つ
い
て
講
話
（
一
一
月
一
五
日
刊
「
み
ち
の
と

も
」
彙
報
）
。



　
二
百
六
日
か
ら
、
五
月
問
、
中
河
分
教
会
に
お
け
る
高
安
．
中
河
．
大
県

三
分
教
会
連
合
教
典
講
習
会
に
補
助
と
し
て
出
席
（
二
一
月
一
五
日
刊
「
み
ち

の
と
も
」
彙
報
）
。
　
一
〇
日
、
東
葛
城
山
上
に
お
け
る
講
習
会
の
寛
宴
に
も
出

席
、
こ
れ
に
は
管
野
す
が
も
同
行
し
だ
（
二
一
月
一
五
日
、
三
八
年
一
月
一
五

日
刊
「
み
ち
の
と
も
」
・
幽
月
女
史
「
天
上
界
」
）
。

明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
歳

　
二
月
一
五
日
刊
「
み
ち
の
と
も
」
に
須
賀
子
〆
す
が
）
の
「
七
五
三
の
内

（
中
）
」
掲
載
。
三
月
一
五
日
刊
同
誌
次
号
以
下
に
す
が
の
著
作
な
し
。
す
が
は

こ
の
問
に
、
文
海
の
も
と
を
離
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
三
月
、
御
津
支
教
会
等
に
お
け
る
大
阪
市
部
講
習
会
に
助
講
と
し
て
出
席

（
四
月
一
五
日
刊
「
み
ち
の
と
も
」
彙
報
）
。

　
三
月
二
二
日
、
大
阪
市
東
区
横
塑
二
丁
目
一
五
番
地
よ
り
大
阪
府
下
東
成
郡

墨
江
村
大
字
上
住
吉
六
三
へ
転
籍
（
除
籍
騰
本
）
。

　
四
月
一
四
日
、
玉
手
山
安
福
寺
に
参
詣
、
一
六
日
、
滝
谷
不
動
堂
に
参
詣
（
「
講

余
間
語
」
）
。

　
五
月
二
一
二
日
、
芦
津
分
教
会
に
お
け
る
天
理
教
教
帥
講
習
会
試
験
後
、
講
習

生
に
講
話
。
六
月
三
日
、
高
安
分
教
会
に
お
け
る
大
阪
兵
庫
合
同
天
理
教
教
師

講
習
会
卒
業
式
に
来
会
（
六
月
一
五
日
刊
「
み
ち
の
と
も
」
彙
報
）
。

　
九
月
二
日
、
天
梵
教
校
生
徒
の
秋
季
修
学
旅
行
に
同
行
し
て
、
浜
寺
公
園

　
　
　
宇
田
川
文
海
伝
の
筋
書

・
住
吉
神
杜
へ
行
く
（
「
修
学
旅
行
一
半
の
記
」
）
。

明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
歳

　
二
月
一
九
日
、
天
班
教
教
祖
二
し
年
祭
・
東
北
凶
作
地
方
人
民
救
済
演
説
会

の
司
会
を
勤
め
開
会
の
辞
を
述
べ
る
（
二
月
二
二
日
刊
「
み
ち
の
と
も
」
彙
報
）
。

　
四
月
一
五
日
、
文
芸
雑
誌
「
墨
江
」
第
一
号
創
刊
。
文
海
は
編
輯
兼
発
行
人
。

　
四
月
、
「
墨
江
」
文
芸
講
話
会
を
始
め
、
講
演
（
四
月
一
五
日
刊
「
墨
江
」
記
事
）
。

　
五
月
六
口
、
玉
出
座
に
お
け
る
幻
灯
演
沌
会
、
」
出
席
、
講
演
（
五
月
一
五
日

刊
「
墨
江
」
記
事
）
。

　
六
月
三
日
、
墨
江
村
岡
崎
邸
に
お
け
る
墨
江
文
学
会
第
一
回
会
員
懇
親
会
に

出
席
、
演
説
（
六
月
一
五
日
刊
「
墨
江
」
記
事
）
。

　
八
月
一
六
日
、
公
園
二
葉
亭
に
お
け
る
茶
話
会
に
出
席
、
開
会
の
辞
を
述
べ

る
（
九
月
一
五
日
刊
「
墨
江
」
記
事
）
。
九
月
、
公
園
松
の
屋
に
お
け
る
茶
話

会
に
出
席
、
題
を
月
に
採
っ
た
五
分
間
演
説
を
す
る
（
一
〇
月
一
五
日
刊
「
墨

江
」
記
事
）
。
　
二
万
一
日
、
公
園
姫
松
亭
に
お
け
る
茶
話
会
に
出
席
、
司
会

を
勤
め
る
（
二
一
月
一
五
日
刊
「
墨
江
」
記
事
）
。

　
一
〇
月
一
五
日
刊
「
又
章
世
界
」
に
有
磯
逸
郎
「
忘
れ
ら
れ
た
る
文
士
」
と

い
う
も
の
が
掲
げ
て
あ
る
が
、
「
閉
治
二
十
年
前
後
、
新
聞
小
説
家
と
し
て
、

最
も
勢
力
あ
り
呼
声
高
か
っ
た
の
は
宇
田
川
文
海
氏
で
あ
っ
た
。
大
阪
朝
日
新

聞
が
、
今
日
新
聞
社
会
に
覇
を
称
へ
て
ゐ
る
の
も
、
之
を
十
五
六
年
前
二
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一



　
　
　
宇
田
川
文
海
伝
の
筋
書

前
に
派
る
と
、
此
の
宇
田
川
文
海
氏
の
筆
に
成
っ
た
続
物
の
力
が
与
っ
て
多
か

っ
た
の
だ
。
続
物
の
内
容
は
健
忘
性
な
る
余
は
、
大
半
忘
れ
た
が
、
此
の
小
説

家
の
勢
力
は
関
西
の
新
聞
壇
を
風
摩
し
て
、
何
人
と
い
へ
ど
も
其
の
矢
面
に
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

っ
者
が
無
か
っ
た
一
事
は
、
歴
然
と
し
て
記
臆
に
遺
こ
っ
て
ゐ
る
。
而
し
て
門

下
に
二
一
二
の
英
学
生
を
置
い
て
、
西
洋
小
説
を
換
骨
脱
胎
し
て
、
濃
厚
な
る
関

西
人
を
喜
ば
し
め
た
手
際
は
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
然
か
も
新
聞
小
説
家

の
巨
撃
た
る
此
人
は
、
閉
治
二
十
六
七
年
頃
に
至
り
て
寂
然
と
し
て
、
磐
言
の

中
に
沈
没
し
た
。
悲
惨
と
い
ふ
文
字
は
恐
く
は
此
人
の
如
き
運
命
に
形
容
せ
ら

る
土
旨
葉
で
あ
ら
う
…
…
」
と
あ
る
。

　
二
一
月
一
五
目
、
「
墨
江
」
第
八
号
刊
、
こ
れ
に
て
廃
刊
か
。

　
こ
の
年
か
、
東
上
（
大
二
年
一
〇
月
刊
「
道
乃
友
」
彙
報
）
。

明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
歳

　
二
月
二
四
日
、
郡
山
分
教
会
に
お
け
名
天
理
教
公
開
演
説
会
に
出
席
、
演

説
。
三
月
一
日
、
敷
島
分
教
会
。
二
日
、
桜
井
分
教
会
（
三
月
二
二
日
刊
「
み

ち
の
と
も
」
彙
報
）
。

明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
歳

　
二
月
一
八
日
、
天
理
教
交
控
所
に
お
け
る
青
年
有
志
者
の
会
合
に
出
席
、
「
雑

感
」
を
演
説
。
天
理
教
青
年
会
の
発
起
人
に
加
わ
る
（
二
月
二
二
日
刊
「
み
ち

の
と
も
」
彙
報
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

　
三
月
；
百
、
中
河
教
会
に
お
け
る
天
理
教
独
立
奉
告
祭
に
出
席
、
祝
辞
演

説
（
三
月
二
二
日
刊
「
み
ち
の
と
も
」
彙
報
）
。
四
月
；
百
、
高
安
大
教
会

に
お
け
る
改
称
奉
告
祭
に
出
席
。
二
百
、
芦
津
大
教
会
。
三
日
、
堺
分
教
会

に
お
け
る
改
称
奉
告
祭
に
出
席
、
祝
辞
演
説
。
一
八
日
、
平
野
分
教
会
（
四
月

二
九
日
刊
「
み
ち
の
と
も
」
彙
報
）
。

　
四
月
二
九
日
、
「
み
ち
の
と
も
」
誌
刷
新
。
主
任
に
吉
川
万
次
郎
を
迎
え
、

文
海
は
奥
谷
藍
水
・
増
野
鼓
雪
・
小
野
翠
浪
と
共
に
一
編
集
員
と
な
る
。

　
七
月
一
四
日
、
敷
晶
大
教
会
に
お
け
る
戊
申
詔
書
講
演
会
で
講
演
（
八
月
二

二
日
刊
「
道
乃
友
」
彙
報
）
。

　
一
〇
月
、
兵
庫
県
下
教
会
連
合
開
催
戊
申
詔
書
講
演
会
講
師
に
聰
さ
れ
、
県

下
を
巡
回
す
る
。
　
ニ
ハ
日
、
伊
丹
支
教
会
。
　
一
七
日
、
三
田
町
農
林
学
校
講

堂
。
一
九
日
、
三
木
町
三
木
支
教
会
「
上
下
一
心
」
。
二
一
日
、
杜
分
教
会
「
勤

倹
治
産
」
。
；
二
日
、
加
西
分
教
会
。
二
四
日
、
生
野
町
小
学
校
講
堂
。
二
五

目
、
豊
岡
分
教
会
。
二
六
日
、
振
武
館
。
二
七
日
、
飾
東
分
教
会
。
二
八
日
、

加
古
川
町
神
正
支
教
会
。
二
九
日
、
明
石
町
明
石
支
教
会
。
三
〇
日
、
西
の
宮

三
浦
座
（
一
一
月
二
二
日
刊
「
道
乃
友
」
彙
報
）
。

明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
歳

　
三
月
一
四
日
か
ら
、
兵
庫
県
美
嚢
郡
美
嚢
分
教
会
青
年
講
習
会
の
科
外
講
師

を
嘱
託
さ
れ
る
（
「
去
年
の
し
を
り
」
）
。



明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
歳

　
〔
一
月
二
五
日
、
「
大
逆
」
事
件
の
管
野
す
が
刑
死
。
〕

　
二
月
、
「
時
事
に
感
ず
る
所
」
が
あ
っ
て
、
杜
会
・
人
心
の
悪
に
応
じ
る
に

は
悪
を
で
な
く
善
を
も
っ
て
応
じ
よ
、
そ
う
す
れ
ば
そ
の
改
良
も
で
き
る
…
…

と
「
し
み
く
感
じ
た
一
一
「
鳴
呼
教
祖
一
一
。

明
治
四
五
年
Ｈ
大
正
一
年
（
一
九
二
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
歳

四
月
二
一
二
日
、
天
理
教
婦
人
会
堺
委
員
部
発
会
式
に
出
席
、
「
人
の
心
と
神

の
心
」
を
講
演
（
五
月
刊
「
道
乃
友
」
彙
報
）
。

　
五
月
一
八
日
、
大
阪
府
束
成
郡
生
野
村
大
字
国
分
北
大
教
会
移
転
建
築
落
成

昇
格
奉
告
祭
に
｛
席
、
祝
辞
演
説
。
一
九
日
、
兵
庫
県
多
可
郡
杉
原
谷
宣
教
所

移
転
奉
告
祭
に
出
席
、
「
心
一
つ
は
吾
物
」
、
二
〇
日
、
「
天
理
教
と
囚
民
道
徳
」

を
講
演
（
六
月
刊
「
道
乃
友
」
彙
報
）
。
二
一
日
、
豊
原
支
教
会
「
三
教
会
同
と

天
理
教
」
。
二
一
二
日
、
宇
仁
支
教
会
「
因
民
道
徳
の
根
木
義
」
（
「
杜
鵠
；
戸
」
）
。

　
五
月
二
九
日
、
浜
寺
公
会
堂
に
お
け
る
天
理
教
演
説
会
に
出
席
、
「
平
凡
の

信
理
」
を
演
説
（
六
月
刊
「
道
乃
友
」
彙
報
）
。

　
八
月
二
二
日
、
箪
二
同
天
理
教
教
帥
講
習
会
に
川
席
、
「
講
話
に
就
て
」
を

講
演
（
「
続
講
演
資
料
」
）
。

　
九
月
ニ
ハ
日
か
ら
、
兵
神
大
教
会
に
お
け
る
兵
神
青
年
会
第
一
口
講
習
会
に

　
　
　
宇
田
川
文
海
伝
の
筋
書

腸
さ
れ
て
講
師
を
勤
め
る
（
二
〇
日
ま
で
）
　
（
一
〇
月
刊
「
遵
乃
友
」
桑
報
）
。

一
〇
月
九
日
、
兵
神
青
年
会
支
部
発
会
式
に
出
席
、
祝
辞
演
説
、
会
規
定
第
一

条
に
就
て
所
感
を
述
べ
る
。
一
一
日
、
口
吉
川
支
教
会
「
ち
い
さ
い
教
祖
に
な

れ
」
。
二
百
、
学
校
講
堂
「
天
理
教
と
国
民
道
徳
」
（
「
見
る
が
ま
ま
聞
く
が

ま
ま
」
）
。
二
二
日
、
兵
神
青
年
会
第
一
回
総
会
に
出
席
、
「
簸
難
に
就
て
」
を

講
演
、
の
ち
通
俗
講
話
と
し
て
経
済
よ
り
見
た
る
秀
吉
の
事
を
語
る
（
二
月

刊
「
道
乃
友
」
彙
報
）
。

　
二
一
月
四
日
、
加
古
分
教
会
教
祖
殿
並
事
務
所
新
築
落
成
奉
告
祭
に
出
席
、

祝
辞
演
説
（
大
正
二
年
二
月
八
日
刊
「
道
の
友
」
彙
報
）
。

大
正
二
年
（
一
九
二
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
歳

　
三
月
八
日
、
兵
庫
県
靭
来
郡
中
川
村
之
内
物
部
村
大
物
部
宣
教
所
鎮
座
祭
に

出
席
、
「
生
け
る
神
」
を
講
演
、
兵
神
青
年
会
美
嚢
支
部
発
会
式
に
出
席
、
「
新

宗
教
と
新
生
活
」
を
講
演
。
一
七
目
、
多
紀
郡
上
板
井
村
味
川
宣
教
所
「
真
実

の
信
仰
」
「
天
理
教
の
特
徴
」
（
「
囎
り
」
）
。

　
四
月
一
八
日
、
中
吉
川
分
教
会
に
お
い
て
「
教
祖
の
三
訓
」
を
講
演
。
一
九

日
、
「
人
一
条
」
「
口
は
如
何
に
働
か
す
可
き
歎
」
。
二
〇
日
、
「
天
理
教
の
三

徳
」
。
二
一
日
、
加
東
分
教
会
教
祖
殿
新
築
落
成
奉
告
祭
に
出
席
、
「
大
神
と
教

祖
」
を
講
演
。
二
四
目
、
兵
神
大
教
会
に
お
け
る
兵
神
青
年
会
第
二
回
総
会
】

出
席
、
「
耳
及
眼
は
何
の
為
に
付
い
て
居
る
か
」
を
講
演
（
「
構
り
」
、
五
月
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三



　
　
　
宇
田
川
文
海
伝
の
筋
書

日
刊
、
六
月
八
日
刊
「
道
の
友
」
彙
報
）
。

　
五
月
二
目
、
宇
佐
分
教
会
の
招
聰
に
応
じ
て
姶
め
て
九
州
へ
渡
る
。
三
日
、

竹
田
支
教
会
で
講
演
。
八
、
九
日
、
宇
佐
分
教
会
。
一
〇
日
、
椎
田
（
六
月
八

日
刊
「
道
の
友
」
・
藍
水
「
九
州
下
り
」
）
。
二
百
か
ら
、
山
口
県
大
島
郡
臨
時

講
演
会
に
出
席
、
講
演
。
二
百
、
中
小
松
支
教
会
「
生
活
と
信
仰
」
。
ニ
ニ

日
、
同
村
立
明
新
尋
常
高
等
小
学
校
講
堂
「
口
は
如
何
に
働
か
す
べ
き
か
」
。

一
四
目
、
久
賀
支
教
会
「
天
理
教
の
三
教
」
。
一
五
目
、
「
天
理
教
の
三
訓
」
（
六

月
八
日
刊
「
道
の
友
」
彙
報
）
。
ニ
ハ
目
、
御
影
茅
沼
浦
宣
教
所
「
見
え
る
教

会
と
見
え
ぬ
教
会
」
。
一
七
日
、
脇
の
浜
名
田
支
教
会
「
平
凡
の
真
理
」
（
「
講
演

紀
行
揚
雲
雀
」
）
。

　
八
月
八
目
、
船
場
大
教
会
に
お
け
る
大
阪
青
年
講
演
会
に
出
席
、
「
教
祖
の

御
人
格
」
を
講
演
（
九
月
八
日
刊
「
道
の
友
」
彙
報
）
。

　
八
月
二
四
日
、
宣
教
員
第
二
回
講
習
会
に
出
席
、
「
お
は
な
し
に
就
て
」
を

講
演
（
九
月
八
日
刊
「
道
の
友
」
彙
報
）
。

九
月
中
旬
か
ら
、
東
上
。
一
〇
月
一
一
日
、
帰
宅
（
「
茸
狩
」
）
。

　
一
〇
月
二
百
、
丹
波
古
市
古
今
味
宣
教
所
に
お
い
て
「
神
懸
」
を
講
演
。

ニ
ハ
目
、
帰
宅
（
「
茸
狩
」
）
。

　
一
〇
月
二
〇
日
、
茅
沼
浦
宣
教
所
に
お
い
て
「
天
理
教
祖
」
の
一
節
を
説

教
。
二
一
目
、
有
馬
町
宣
教
所
に
お
い
て
講
話
。
二
二
日
、
兵
神
大
教
会
青
年

会
に
お
い
て
「
立
教
」
を
講
演
（
「
茸
狩
」
）
。

九
四

夫
正
三
年
（
一
九
一
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
歳

　
七
月
い
天
理
教
校
講
師
に
任
命
さ
れ
、
週
三
日
間
ず
っ
天
理
教
校
に
お
い
て

宗
教
法
令
・
御
か
ぐ
ら
歌
に
つ
い
て
講
義
す
る
こ
と
二
な
る
（
七
月
八
日
刊

「
道
乃
友
」
彙
報
）
。

　
九
月
七
日
、
天
理
教
婦
人
会
本
部
に
お
け
る
「
遣
乃
友
」
時
局
講
演
会
に
出

席
、
講
演
（
九
月
八
日
刊
「
道
乃
友
」
彙
報
）
。
一
〇
月
三
一
日
、
天
理
中
学
校

堂
に
お
け
る
「
道
乃
友
」
講
演
会
に
出
席
、
「
ど
う
す
れ
ぱ
日
本
が
唐
を
ま
二

に
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
」
を
講
演
（
一
一
月
八
日
刊
「
道
乃
友
」
彙
報
）
。

　
二
月
二
五
目
、
増
野
正
兵
衛
教
正
の
葬
儀
に
参
列
、
埋
葬
詞
を
朗
読
。
二

九
日
、
天
理
教
婦
人
会
本
部
に
お
け
る
故
増
野
教
正
追
悼
演
説
会
に
出
席
（
一

二
月
八
日
刊
「
道
乃
友
」
彙
報
）
。

夫
正
四
年
（
一
九
一
五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
歳

　
一
月
一
一
日
、
天
理
教
婦
人
会
本
部
に
お
け
る
故
管
長
閣
下
（
中
山
新
治
郎
）

御
追
悼
講
演
会
に
出
席
（
一
月
二
六
日
刊
「
道
乃
友
」
彙
報
）
。

　
一
月
二
四
日
、
土
曜
会
に
お
い
て
「
教
祖
の
御
予
言
」
を
講
演
（
「
教
祖
の

御
予
言
」
）
。

　
三
月
二
〇
目
、
三
重
県
御
糸
支
教
会
設
立
二
〇
年
祭
に
山
席
、
「
宗
教
と
生

活
」
を
講
演
（
「
伊
勢
路
の
春
」
）
。



　
四
月
、
渡
辺
売
、
「
上
方
趣
味
」
を
創
刊
。
文
海
は
吐
友
。

　
四
月
一
一
日
、
阿
部
野
宣
教
所
に
お
け
る
「
道
の
友
」
地
方
講
演
に
出
席
、

「
倫
理
的
宗
教
と
し
て
の
天
理
教
」
を
講
演
（
五
月
八
日
刊
「
遣
乃
友
」
彙
報
）
。

　
一
〇
月
二
七
目
、
天
理
教
校
に
お
け
る
御
大
典
奉
祝
記
念
大
講
演
会
に
出
席

（
一
一
月
八
日
刊
「
道
乃
友
」
彙
報
）
。

夫
正
五
年
（
一
九
ニ
ハ
）

　
一
〇
月
二
五
目
、
天
理
中
学
校
に
お
け
る

会
に
出
席
（
一
一
月
一
五
日
刊
「
道
乃
友
」

「
道
乃
友
」

彙
報
）
。

　
　
　
六
九
歳

三
百
竺
記
念
大
講
演

夫
正
六
年
（
一
九
一
七
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
歳

二
月
一
八
日
、
円
珠
庵
に
お
け
る
契
沖
忌
（
主
催
霊
樹
．
し
ほ
さ
ゐ
両
会
）
に

参
詣
、
契
沖
に
つ
い
て
講
演
（
「
契
沖
」
）
。

　
六
月
二
七
日
、
道
友
杜
階
下
に
お
け
る
「
道
乃
友
」
講
演
会
に
出
席
、
「
天

理
教
の
新
ら
し
き
観
察
」
を
講
演
（
七
月
一
五
日
刊
「
道
乃
友
」
彙
報
）
。

　
七
月
一
四
日
、
大
阪
府
庁
内
第
五
〇
回
救
済
事
業
研
究
会
に
出
席
（
八
月
一

五
日
刊
「
道
乃
友
」
彙
報
）
。

　
一
〇
月
二
三
日
、
「
道
乃
友
」
編
集
部
へ
来
て
諸
務
を
終
え
、
二
九
日
、
帰

阪
（
二
月
一
五
日
刊
「
道
乃
友
」
彙
報
）
。

宇
田
川
又
海
伝
の
筋
書

夫
正
七
年
（
一
九
一
八
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
歳

　
一
一
月
二
七
目
、
天
狸
中
学
校
講
堂
に
お
け
る
故
管
長
五
年
祭
追
想
講
演
会

に
出
席
、
「
臆
五
年
」
を
講
演
（
二
一
月
一
五
目
刊
「
道
乃
友
」
彙
報
）
。

夫
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
歳

　
夏
、
駿
河
小
山
町
へ
行
き
冨
士
紡
績
会
杜
の
依
頼
に
応
じ
、
工
場
．
倶
楽
部

・
天
理
教
会
等
で
講
演
（
「
ち
い
さ
な
は
た
ら
ぎ
」
）
。

　
一
〇
月
二
八
日
、
天
理
中
学
校
講
堂
に
お
け
る
道
友
社
三
〇
週
年
記
念
大
講

演
会
及
祝
賀
会
に
出
席
、
「
三
十
年
後
の
道
の
友
」
を
講
演
（
「
三
十
年
後
の
道

の
友
」
）
。

夫
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
歳

　
七
月
三
〇
日
、
駿
河
小
山
町
へ
行
き
、
冨
士
紡
績
会
社
工
場
付
属
病
院
長
小

笠
原
豊
邸
に
寄
宿
。
避
暑
と
転
地
療
養
と
講
演
と
の
た
め
で
あ
っ
た
。
三
日
、

鮎
沢
宣
教
所
に
お
い
て
「
あ
し
き
を
は
ら
う
て
た
す
け
た
ま
へ
て
ん
り
わ
う
の

み
こ
と
」
「
あ
し
き
を
は
ら
う
て
た
す
け
せ
き
こ
む
一
れ
つ
す
ま
し
て
か
ん
ろ

う
だ
い
」
を
講
演
。
七
日
、
富
士
倶
楽
部
「
豊
太
閤
と
教
育
」
。
九
日
、
病
院

「
豊
太
閤
の
半
身
」
。
一
〇
日
、
鮎
沢
宣
教
所
の
月
次
祭
に
参
列
、
講
演
。
一
一

日
、
工
場
の
寄
宿
舎
「
平
凡
の
真
理
」
（
「
ち
い
さ
な
は
た
ら
き
」
）
。

　
初
秋
か
ら
、
高
齢
の
う
え
不
順
な
気
侯
の
た
め
病
気
が
ち
で
あ
っ
た
。
冬
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五



　
　
　
宇
田
川
文
海
伝
の
筋
書

な
っ
て
か
ら
は
持
病
の
気
管
支
炎
が
起
こ
り
昼
夜
咳
に
苦
し
め
ら
れ
、
病
床
に

あ
っ
た
（
「
病
中
所
感
」
）
。

夫
正
＝
年
（
一
九
二
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
歳

　
五
月
頃
、
床
上
（
「
舞
踊
の
流
行
」
）
。

　
秋
か
ら
、
今
年
も
ま
た
病
床
に
臥
す
（
「
歳
晩
感
謝
」
）
。

　
二
万
一
四
目
、
小
沢
扶
公
に
扶
け
ら
れ
河
内
天
見
村
の
地
蔵
寺
を
訪
ね
弘

道
僧
正
と
会
見
し
て
、
浄
厳
和
尚
と
近
松
と
の
関
係
を
尋
ね
た
（
「
近
松
翁
と

密
教
の
高
僧
」
）
。

夫
正
＝
一
年
（
一
九
二
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
歳

　
三
月
二
六
日
、
大
阪
河
毛
武
雄
邸
に
お
け
る
大
阪
吏
談
会
復
興
発
起
会
に
出

席
。
四
月
二
八
日
、
万
福
寺
に
お
け
る
第
二
回
例
会
に
山
席
、
「
国
学
者
と
し

て
の
契
沖
阿
閣
梨
」
を
講
演
。
六
月
一
六
日
、
市
岡
第
；
寄
常
高
等
小
学
校
に

お
け
る
第
三
回
例
会
に
出
席
、
「
河
村
瑞
賢
と
紀
伊
国
文
左
衛
門
」
を
講
演
、

「
春
目
出
の
八
景
園
と
飯
左
太
郎
の
事
蹟
に
就
て
」
を
座
談
。
七
月
一
五
日
、

阿
部
野
神
杜
に
お
け
る
第
四
回
行
事
に
出
席
、
「
顕
家
卿
の
夫
人
に
就
て
」
を
講

演
（
昭
二
年
九
月
二
五
日
刊
「
大
阪
史
談
会
報
」
・
「
大
阪
史
談
会
沿
革
誌
」
）
。

　
こ
の
頃
、
大
阪
朝
日
新
聞
社
主
村
山
竜
平
の
温
情
に
浴
す
こ
と
が
あ
っ
た
。

「
或
る
人
」
が
村
山
に
、
文
海
の
近
況
を
語
っ
て
「
文
海
翁
は
女
婿
斎
藤
松
洲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六

氏
が
、
日
本
画
壇
に
相
当
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
物
質
で
は
敢
て
乏
し
さ
を

訴
へ
な
い
が
、
精
神
的
に
今
一
度
返
り
花
を
咲
か
せ
た
い
…
：
」
と
言
い
出
し

た
所
、
村
山
は
か
つ
て
文
海
が
「
駄
毎
日
新
聞
」
に
走
っ
た
こ
と
を
意
に
介
せ

ず
こ
れ
を
快
諾
し
、
文
海
の
著
作
が
再
び
「
駄
朝
日
新
聞
」
に
載
る
よ
う
取
り

計
ら
っ
た
の
で
あ
る
（
大
二
二
年
一
〇
月
一
日
刊
「
太
陽
」
記
事
）
。

　
九
月
一
五
日
、
鈴
木
武
雄
、
「
う
た
沢
」
を
創
刊
。
文
海
は
編
集
顧
問
。

　
二
一
月
か
ら
、
南
向
き
の
一
室
に
閉
寵
も
り
、
あ
た
か
も
冬
眠
の
よ
う
な
状

態
で
冬
を
過
し
た
（
「
病
中
間
答
」
）
。

夫
正
＝
二
年
（
一
九
二
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
歳

　
二
月
二
三
日
、
住
吉
神
杜
に
お
け
る
大
阪
史
談
会
第
六
回
行
事
に
出
席
、

「
歴
史
に
現
は
れ
た
る
住
吉
」
を
講
演
。
六
月
一
五
日
、
野
村
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

に
お
け
る
第
八
回
行
事
に
出
席
、
「
豊
太
閤
と
利
休
」
を
講
演
。
六
月
一
八
日
、

天
下
茶
屋
芽
木
小
兵
衛
邸
に
お
け
る
第
九
回
行
事
に
出
席
、
「
紹
鴫
と
利
休
」

を
講
演
。
七
月
一
五
日
、
大
阪
城
趾
に
お
け
る
第
一
〇
回
行
事
に
出
席
、
「
真

田
幸
村
父
子
に
就
て
」
を
講
演
。
九
月
一
五
日
、
野
村
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
中
央
亭

に
お
け
る
第
二
面
行
事
に
出
席
、
「
豊
公
と
利
休
」
を
講
演
（
前
掲
「
大
阪

史
談
会
沿
革
誌
」
）
。

　
六
月
一
四
日
、
大
阪
市
民
博
物
館
に
お
け
る
贈
位
卿
賢
展
覧
会
記
念
市
民
講

座
に
出
席
、
「
国
学
者
と
し
て
の
契
沖
阿
闇
梨
」
を
講
演
（
「
国
学
者
と
し
て
の



契
沖
阿
閣
梨
」
）
。

　
二
、
三
年
前
か
ら
耳
が
遠
く
な
り
、
そ
れ
が
漸
次
強
く
な
っ
て
こ
の
頃
は
、

耳
聾
に
近
い
容
態
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
（
「
神
の
御
声
」
）
。

　
一
一
月
一
〇
目
、
在
阪
名
士
・
知
己
に
よ
っ
て
宇
田
川
文
海
翁
祝
寿
会
発
起

人
会
が
組
織
さ
れ
、
二
万
一
日
、
大
阪
市
北
区
大
工
町
天
満
天
神
杜
に
お
い

て
祝
寿
会
が
開
催
さ
れ
た
。
来
会
者
三
〇
〇
余
名
、
盛
会
で
あ
っ
た
。
文
海
は

夫
人
と
共
に
出
席
、
「
新
聞
記
者
に
成
る
ま
で
」
を
演
説
。
　
一
四
年
八
月
二
五

日
、
「
喜
寿
記
念
」
を
関
係
者
に
配
布
（
「
喜
寿
記
念
」
）
。

　
二
一
月
か
ら
、
老
衰
病
が
甚
だ
し
く
な
り
、
春
ま
で
臥
床
（
「
普
選
の
実
施

と
社
会
的
宗
教
」
）
。

夫
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
歳

　
一
月
二
七
日
、
大
阪
朝
日
新
聞
杜
楼
上
に
お
け
る
江
戸
音
曲
大
会
（
主
催
う

た
沢
杜
・
後
援
大
阪
朝
日
新
聞
杜
）
に
出
席
、
「
歌
聖
隆
達
」
を
講
演
（
二
月

二
〇
日
刊
「
う
た
沢
」
記
事
）
。

　
五
月
一
五
日
、
野
村
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
お
け
る
大
阪
史
談
会
関
係
者
に
よ
る

故
永
江
多
喜
馬
追
悼
会
に
出
席
、
追
憶
談
を
手
向
け
る
。
六
月
一
五
日
、
野
村

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
お
け
る
大
阪
史
談
会
第
二
一
回
行
事
に
出
席
、
「
下
河
辺
長

流
の
或
一
面
」
を
講
演
（
前
掲
「
大
阪
史
談
会
沿
革
誌
」
）
。

　
九
月
か
ら
、
豊
国
神
杜
に
お
い
て
豊
公
事
蹟
の
講
演
を
継
続
し
た
（
昭
五
年

　
　
　
宇
田
川
文
海
伝
の
筋
書

一
月
七
日
付
「
大
毎
」
記
事
）
。

夫
正
一
五
年
Ｈ
昭
和
一
年
（
一
九
二
六
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
歳

　
四
月
一
五
日
、
中
之
島
中
央
公
会
堂
に
お
け
る
大
阪
史
談
会
第
三
〇
回
行
事

に
山
席
、
「
木
村
長
門
守
に
就
て
」
を
講
演
（
七
月
一
日
刊
「
大
大
阪
」
記

事
）
。

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
歳

　
五
月
、
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
閉
治
新
聞
雑
誌
文
庫
へ
蔵
書
を
寄
附
（
五
年

九
月
執
筆
「
公
私
月
報
」
記
事
）
。

　
冬
か
ら
、
こ
と
に
老
衰
が
す
二
み
、
筆
舌
も
思
う
に
任
せ
ぬ
よ
う
に
な
る

（
「
本
誌
に
対
す
る
回
想
談
」
）
。

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
歳

　
五
月
一
一
日
、
大
阪
市
住
吉
区
住
吉
町
一
〇
ニ
ノ
ニ
に
転
籍
（
除
籍
騰
本
）
。

　
一
〇
月
二
七
日
、
邦
福
禅
寺
に
お
け
る
河
竹
能
進
・
勝
諺
蔵
父
子
の
追
慕
会

（
主
催
南
木
芳
太
郎
）
に
出
席
、
追
慕
談
を
手
向
け
る
（
「
河
竹
父
子
の
追
慕
」
）
。

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
歳

　
二
亘
上
旬
か
ら
、
風
邪
気
味
で
臥
床
、
錦
堂
主
治
医
の
手
当
を
受
け
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七



　
　
　
宇
田
川
文
海
伝
の
筋
書

た
（
五
年
一
月
八
日
付
「
大
阪
時
事
新
報
」
記
事
）
。

　
二
一
月
二
六
日
ま
で
、
筆
を
離
さ
な
か
っ
た
（
五
年
一
月
七
日
付
「
大
毎
」

記
事
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八

紙
新
年
号
に
掲
載
、
文
海
生
前
最
後
の
出
版
物
と
な
っ
た
「
午
歳
出
生
の
二
大

偉
人
、
日
蓮
上
人
と
織
田
右
府
」
を
冊
子
と
し
た
も
の
二
寄
贈
が
あ
っ
た
（
九

月
二
五
日
付
「
大
阪
史
談
会
報
」
記
事
）
。

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
歳

　
一
月
六
日
、
午
後
一
時
過
、
自
邸
で
死
去
（
一
月
七
日
付
「
大
朝
」
・
「
大

毎
」
記
事
）
。

　
一
月
七
日
付
、
各
新
聞
に
死
亡
記
事
が
載
る
。
「
駄
朝
日
新
聞
」
は
「
操
鯛

界
の
古
老
」
「
現
在
で
は
最
も
古
い
新
聞
記
者
の
一
人
」
と
し
て
、
「
駄
毎
日

新
聞
」
で
は
「
本
邦
操
瓢
界
の
元
老
で
あ
り
国
史
の
研
究
、
殊
に
豊
太
閤
研
究

家
と
し
て
令
名
あ
る
、
」
と
し
て
、
八
日
付
「
駄
時
事
新
報
」
は
「
著
名
の

国
学
者
」
と
し
て
、
二
〇
日
付
「
み
ち
の
と
も
」
は
同
誌
の
「
編
輯
同
人
で
あ

る
本
邦
操
朋
界
の
元
老
」
と
し
て
、
夫
々
文
海
の
死
を
報
じ
た
。

　
一
月
八
日
、
午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で
自
邸
に
お
い
て
告
別
式
挙
行
（
一
月

七
日
付
「
大
毎
」
記
事
）
、
遺
骸
は
住
吉
葬
儀
場
で
茶
毘
に
付
す
（
一
月
八
日

付
「
大
阪
時
事
新
報
」
記
事
）
。

　
四
月
一
日
か
ら
、
「
上
方
趣
味
」
誌
上
に
「
逝
け
る
宇
田
川
文
海
翁
」
と
総

題
し
て
、
岡
田
翠
雨
・
野
崎
左
文
の
追
憶
文
が
掲
載
さ
れ
た
。

　
四
月
二
〇
日
、
天
王
寺
夕
陽
丘
町
天
瑞
寺
に
お
い
て
大
阪
史
談
会
関
係
者
に

よ
る
宇
田
川
文
海
翁
追
悼
会
が
、
開
催
さ
れ
た
。
当
日
化
粧
晶
商
報
杜
よ
り
同

○
記
述
の
典
拠
が
宇
田
川
文
海
の
著
作
で
あ
る
場
合
は
、
書
名
・
題
名
の
み
を

記
し
た
。

○
典
拠
中
の
略
号
は
次
の
通
り
。

　
　
明
（
明
治
）
　
大
（
大
正
）
　
昭
（
昭
和
）
　
朝
日
（
朝
日
新
聞
）

　
　
大
朝
一
駄
朝
日
新
聞
一
犬
毎
一
駄
毎
日
新
聞
一
貝
よ
せ
一
鮒
識
貝
よ
せ
一

〇
史
料
の
採
訪
そ
の
他
に
当
た
り
御
協
力
を
得
た
、
宇
田
川
初
氏
・
清
水
三
郎

氏
・
肥
田
皓
三
氏
、
大
阪
府
立
図
書
館
・
天
理
図
書
館
・
同
志
社
大
学
図
書
館

を
は
じ
め
と
す
る
、
多
く
の
方
々
・
誇
機
関
に
対
し
、
誌
面
を
借
り
て
深
甚
の

謝
意
ど
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。


	宇田川文海伝の筋書

